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問
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０
０
９
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２
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Ａ
Ｎ
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Ｇ
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Ｇ
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【図表1】文部科学省による国際化施策の変遷

【図表5】THE世界大学ランキングにおける日本の大学の状況

【図表2】外国人留学生数の推移（所属機関別）【図表3】日本人留学生数の推移（留学期間別）

【図表4】学位取得を目的とする日本人留学生の推移
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は
、
１
か
月
未
満
の
短
期
留
学
で
あ
る

【
図
表
３
】。
一
方
で
学
位
取
得
を
目
的

と
す
る
留
学
者
数
は
２
０
０
４
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
っ
て
い
る
【
図
表
４
】。

　
大
学
の
国
際
競
争
力
を
表
す
客
観
的

な
指
標
の
一
つ
、
T
H
E
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
の
結
果
を
見
る
と
【
図
表

５
】、
日
本
の
ラ
ン
ク
イ
ン
校
数
は
２

０
１
６
年
以
降
急
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
際
化
へ
の
意
識
は
着
実
に
向
上

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か

し
世
界
の
ト
ッ
プ
２
０
０
位
入
り
し
て

い
る
校
数
は
、
増
え
る
ど
こ
ろ
か
む
し

ろ
減
り
、
今
で
は
２
校
の
み
で
、
上
位

レ
ベ
ル
で
の
競
争
に
お
い
て
は
後
退
し

て
い
る
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
起
き
た
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
が
、
こ
れ
ま
で
堅
調
だ
っ
た

人
的
交
流
の
「
量
」
の
部
分
に
水
を
差

す
こ
と
に
な
っ
た
。他
方
コ
ロ
ナ
禍
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
交
流
の
可
能

性
を
は
じ
め
、
多
く
の
気
づ
き
、
新
た

な
常
識
を
世
界
中
の
大
学
に
も
た
ら
し

て
い
る
。
日
本
の
大
学
が
国
際
化
を
止

め
る
こ
と
な
く
、か
つ
そ
の
質
を
高
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
競
争
力
を
獲
得
す
る

に
は
何
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

　「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
の
今
後
を
見

据
え
た
と
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
何

を
残
し
、
ど
こ
ま
で
形
を
変
え
る
べ
き

な
の
か
。
国
際
化
を
リ
ー
ド
す
る
立
場

で
あ
る
、「
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」
お
よ
び
「
大
学

の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
採
択
校
に

聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
日
本
の

大
学
が
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
た
い
。

　
ま
ず
、
大
半
の
大
学
が
国
際
化
が
停

滞
し
て
い
る
認
識
を
持
ち
、
新
た
な
戦

略
の
検
討
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

【
図
表
６
】。
戦
略
全
体
あ
る
い
は
複
数

の
達
成
目
標
の
見
直
し
を
考
え
て
い
る

大
学
が
約
８
割
【
図
表
７
】
で
、「
３

大
学
が
同
時
に
交
流
で
き
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
シ
ス
テ
ム
」「
ア
ウ
ト
カ
ム
ベ
ー

ス
の
目
標
設
定
」
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
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【図表6】自学の国際化について目下の課題は？

【図表10】オンライン／オンデマンドによる
グローバル教育の課題は？

【図表9】オンラインによるグローバル教育／
交流プログラムの対象地域は？

【図表11】学修歴証明書のデジタル化の状況は？

【図表7】事業構想の見直しの必要性は？

中国
韓国
ASEAN
その他アジア
オセアニア
ヨーロッパ
北米
ロシア
中南米
アフリカ
中東

10
7

12
2
8

18
16
2
1
0
0

4
2

16
6

14
15
29
2
1
2
0

13
5

12
11
0

11
6
4
6
1
0

3
2
5
6
3
5
5
3
0
0
0

23
21
42
7

13
20
32
26
2
0
0

16
14
30
11
13
11
16
19
0
0
1

＊文部科学省「『スーパーグローバル大学創成支援事業』及び『大学の世界展開力強化事業』採択校に対するアンケート結果（第２回）」2020年11月に実施。調査対象50大学が回答

※各大学最大
５つまで選択可

※各大学最大
５つまで選択可

※各大学最大５つまで選択可

実施 検討 実施 検討 実施 検討

内容まで
把握している
75％

名称は聞いた
ことがある
25％

実施に
向けて
準備中
13％

実施するかどうか
検討中
81％

実施する
つもりはない
6％

派遣 受け入れ 双方向

構想の抜本的な
見直しが必要 4%

複数の達成目標の
見直しが必要  74%

構想の見直しは
必要ない 8%

まだ判断できる
時期ではない 8%

その他 6%

【図表8】コロナ終息後を見据えた国際化の方向性は？
45校

28校

25校

13校

10校

9校

6校

日本人学生の派遣については、今後は量より教育や学びの質をより重視する

外国人学生の受け入れについては、今後は量より教育や学びの質をより重視する

オンライン国際教育・交流の質保証のあり方

オンライン向けの授業設計や教材開発のノウハウ

人的労力や財政上のコストに見合った教育効果の確保

オンラインやオンデマンドのための機器やしくみに精通した教職員の確保

プログラムの目的を満たした施設や機器の確保

大学設置基準や著作権法等の関係法令による制約

その他

45校

39校

33校

30校

15校

13校

5校

交流する相手国・大学を増やすのではなく、
既存の交流先でよりよい人材（学生や教員）の確保をめざす

コロナの世界的状況を見ないと現時点では何とも言えない

外国人学生の受け入れについては、量的拡大をめざす

日本人学生の派遣については、量的拡大をめざす

オンラインによる交流を主軸とした方針への転換

16校

16校新規開拓地域を含む交流相手国・大学については、
当該国・大学におけるコロナ対応を重視する

実際の留学とオンラインによる交流とを合わせたブレンド型／
ハイブリッドプログラムへの見直し

46校

43校

33校

32校

28校

25校

13校

11校

5校

3校

3校

1校

学生や教職員の交流の停止による事業の停滞

ポストコロナを見据えた新たな事業戦略の策定

学生の安全確保や危機管理のあり方

学生交流の停止によるキャンパスの国際環境の維持・あり方

オンラインによる国際教育交流を行うための機材・人員の確保やノウハウの共有

留学生のリクルーティング

国際交流事業を停滞させないための予算・人員の確保

海外の相手側大学の教職員とのコミュニケーション

受け入れプログラム参加（予定）学生に対する経済的支援

海外の相手側大学の運営や経済状況

派遣プログラム参加（予定）学生に対する経済的支援

受け入れ留学生数の減少による大学予算の減収

　私の地元秋田県には優れた伝統工芸品や農作
物がいくつもありますが、いくらよい品でも国内の需
要は頭打ちで、従来の売り方を続けていては苦しい
経営を強いられます。そこで県は、国外へと目を向け
ました。世界的に著名なデザイナーと組んで漆器を
つくる、各国の富裕層をターゲットにした高級果物
を売り出す…。今やそうした国際的なネットワーク
が、産業の発展には不可欠です。
　この光景に、日本の大学が国際化すべきだと考
える理由が端的に表れています。少子高齢化によ
る生産年齢人口の減少、東京一極集中と地方の
衰退などの日本が直面する問題は、もはや自分たち
の力だけで乗り越えられるものではありません。であ
れば、未来を支える若者にはグローバルな視点が
不可欠であり、その教育を担う大学の国際化は、国
の命運を左右する「死活問題」とさえ言えます。
　協定をいくつ結ぶとか英語の授業を何コマ増やす
とかの表面的な話ではなく、グローバルな視野で課
題解決に当たることができる人材を、全国の大学と
共に「本気」で育てたい。その思いで、当省は試行錯
誤しながら施策を講じてきました。「グローバル30」は
採択大学の国際拠点化を強く推し進めましたが、そ
こだけで活動が閉じる“出島”になってしまった面があ
ります。「ＧＧＪ」「トビタテ！留学JAPAN」によって留
学の派遣・受け入れが全国的に活性化しましたが、
人的交流だけでは競争力は付きません。海外の人々
に積極的に選んでもらえる国にする競争力ある高等
教育文化を根づかせようと「ＳＧＵ」を提唱しました。
　例えば研究者の獲得競争。世界市場に高額オ
ファーがひしめく中で、募集広告に「給与は本学の
規定に基づく」としか書かれていない大学を選びたく
なるでしょうか。留学先を選ぶときに、留学生専用の
寮に住み日本人と分かれて授業を受けるような大学
は魅力的でしょうか。日本の大学にはまだまだ、日本
に来ると可能性が広がると思わせるだけのしくみと
マインドセットが備わっていません。「ＳＧＵ」は、教
育・研究と地域のグローバル化の２つの面で、「世
界に選ばれる、世界と共に歩むとはこういうことだ」と
身をもって示す大学を日本各地につくり、それを起点
に地域社会を変えることを意図した取り組みです。
例えば採択校の一つ、立命館アジア太平洋大学が
ある別府では、コロナ禍で困っている外国人留学生
を助けようと地域の方々が食べ物を持ち寄りました。
こういう事例を、もっと全国に増やしたいのです。

　コロナ禍により人的交流が止まったこと、特に
派遣留学の中止は、確かに大きな打撃でした。自
身の留学経験を振り返ってみても、現地の空気を
吸うことで初めて理解できることが多々あります。
安全かつ自由な交流の再開に向けて、関係各所
に掛け合っているところです。ただ、コロナを経て
得た収穫も少なくありません。オンラインで世界と
いつでもつながれることを、私たちは身をもって理
解しました。ＣＯＩＬがいい例です。これまでは補完
的な使われ方が多かったように思いますが、現在
は授業の主軸として使われ始めました。
　教育面での今後の課題は、学生のグローバル
志向を失わせないため、また国内でグローバルな
視野を身に付けさせるためのしかけの組み込み方
と、その質の保証でしょう。決定的な打開策はあり
ません。世界中の大学が頭を悩ませています。個
人的には派遣留学を完全に代替する方法はない
と思っていますが、逆に言えば、留学を通して育て
てきた力にはどんな要素があるのか、何が代替で
きて何が代替できないのか、アウトカムを検証し、
明確化する機会が訪れていると言えます。当省と
してもオンライン化を含む教育改善を支援するとと
もに、「オンラインでもここまでできる」という日本の
教育の強さを表す事例を集め、国内外に発信する
ことを検討中です。
　オンライン化の進展に伴って顕在化したもう一
つの課題が、ダイバーシティです。障害を持つ学
生や経済的に困難な学生が、機器を操作できな
い、購入できない状況に直面しており、学びの平
等性が課題となっています。周りを見渡せば、外
国人労働者が増え、国際結婚も珍しくなくなり、Ｌ
ＧＢＴが注目され始め…とダイバーシティが求めら
れる場面が至るところにあります。これらの課題を
適切にマネジメントする力は世界中で必要とされ
ており、日本でそれが身に付けられるとなれば、来
日をめざす大きな魅力になり得るでしょう。全国の
大学が、その拠点となることを期待しています。

大学の国際化が日本社会にもたらすもの

コロナ禍で露呈した質保証の問題

ア
ウ
ト
カ
ム
の
検
証・明
確
化
と

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
り

佐藤邦明
さとうくにあき●1996年秋田県庁に
入庁。国際教養大学の設置準備・運
営等に関わる。2009年文部科学省に
転籍し、大学の国際化を推進、2019
年４月から国際企画室長、2020年７月
より主任大学改革官、高等教育国際
戦略ＰＴリーダー。

高等教育局主任大学改革官
高等教育国際戦略ＰＴリーダー
国際企画室長

ポ
ス
ト「
留
学
生

30
万
人
計
画
」の

課
題
は
？

文 科 省 に 聞 く ！ 大学の国際化の課題は何か？ ～SGU、世界展開力強化事業採択校アンケート結果より

ｎ：50校

ｎ：50校

ｎ：50校

＊1 オンラインを活用した双方向の国際協働学習（Collaborative Online International Learning）
　  「大学の世界展開力強化事業」（2011年度～）の2018年度支援テーマ（ＣＯＩＬ型教育を活用した米国等との大学間交流形成支援）にもなっている
＊2 運営機関：一般社団法人国際教育研究コンソーシアム  運営監修：2019年度 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化(B)）「国境を越える人材と資格・学歴認証の将来像」



　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
海
外
渡
航
の
制
限

は
、
日
本
人
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
今
回
、
そ

の
影
響
が
深
刻
な
「
全
員
留
学
」
制
度

を
設
け
る
国
際
教
養
大
学
、
武
蔵
野
大

学
、
近
畿
大
学
に
対
応
を
取
材
し
た
。

P.
７
に
ま
と
め
た
通
り
、
３
大
学
は

い
ず
れ
も
、
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
次

第
、
留
学
に
行
け
る
し
く
み
を
準
備
す

る
と
と
も
に
、
留
学
の
代
わ
り
と
な
る

学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

　
渡
航
前
に
留
学
を
中
止
し
た
武
蔵
野

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
留
学
先

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
併
せ
て
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

像
を
検
討
し
、
新
た
な
目
標
を
設
定
す

る
特
別
研
修
を
実
施
。
研
修
後
の
学
生

か
ら
「
こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
全
て
を
留
学
で
行
お
う
と
考
え
て
い
た

が
、
今
後
は
国
内
の
学
習
に
も
自
覚
的

な
姿
勢
で
臨
み
た
い
」
と
、
学
び
の
意

味
を
捉
え
直
す
声
が
挙
が
っ
た
と
い
う
。

　
近
畿
大
学
国
際
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
専

攻
の
留
学
は
、    ＊1
　Ｅ
Ｌ
Ｓ
が
提
供
す
る

授
業
を
ま
ず
学
内
で
、
次
い
で
ア
メ
リ

カ
で
受
け
る
し
く
み
だ
っ
た
。
渡
航
延

期
を
受
け
て
大
学
は
、
学
内
授
業
を
担

当
す
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
講
師
に
継
続
勤
務
を
要

請
。
留
学
先
と
ほ
ぼ
同
じ
語
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
学
内
で
提
供
し
た
。

　国
際
教
養
大
学
は
、
留
学
の
代
替
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
策
定
。
国
内
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と 

   ＊2
　Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
ｓ
を
組

み
合
わ
せ
、学
生
自
ら
が
学
び
を
立
案
・

実
行
す
る
も
の
で
、
全
員
留
学
同
様
、

学
生
が
自
分
の
進
む
道
を
切
り
拓
く
こ

と
を
強
く
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
３
大
学
と
も
に
、
こ
れ
ら
国
内
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
う
え
で
留
学
を
経

験
し
た
学
生
の
成
長
に
も
期
待
す
る
。

語
学
力
や
課
題
解
決
力
、
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
観
な
ど
が
底
上
げ
さ
れ
た
状
態

で
、留
学
に
臨
む
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
P.
８
〜
９
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
を
推
進
す
る
多
様
な
方
法
と
し
て
、

学
内
や
地
域
の
多
様
性
を
高
め
る
取
り

組
み（
広
島
大
学
、島
根
大
学
）、グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
で
の
新
た
な
挑
戦
（
神

田
外
語
大
学
）、
海
外
協
定
校
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
自
学
の
遠
隔
教
育
に
生
か
す
事

例
（
東
京
都
市
大
学
）
を
紹
介
す
る
。

「
緊
急
措
置
」で
終
わ
ら
せ
ず

今
な
ら
で
は
の
学
修
効
果
を

学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を

育
て
る
た
め
に
今
、で
き
る
こ
と
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取材・文／児山雄介

outbound

今号で取材した大学は一様に、
「現地でしか得られない学びがある」と、
留学の価値を再認識している。
渡航の制限が続く中で、
各大学はグローバル教育について
どのような対応を取っているのか。

学びを止めない！「全員留学」制度のある大学はどうしてる？  
 ～「全員留学」実施大学における“留学に行けない”状況での教育

国内でできる
グローバル教育大学名

全員留学
の内容

対応

対応内容

背景

今後について

▶狙い
▶時期や
　行き先
　など

対象学部
（入学定員）

国際教養大学 武蔵野大学 近畿大学

国際教養学部（175人）
グローバル学部
グローバルコミュニケーション学科（165人）

国際学部（500人）

▶留学中の学生は、ほぼ全員が2020
年１～２月に帰国。春学期は留学先の
オンライン授業を自宅などで受講。秋
学期は留学先と自学の授業を選択で
きるようにしたが、時差の関係で、多数
が自学の授業を受講した
▶非常時対応として、以下のいずれ
かの場合は1年間の留学を行ったと
見なす
①留学を1学期間経験して帰国
②海外提携校の授業をオンラインで
１年間受講
③インディペンデント・スタディ＊3を
履修
▶上記の場合も、再度留学に赴く
オプションを選択できるように準備中

▶現2年生は留学を延期し、英語の授
業等を受講していたが、最終的に留学
中止を決定し、特別研修を開催。予定
していた北米講師による授業を実現
するため、本年２月にELSカナダとつな
ぎ１か月100時間のオンラインプログ
ラムを双方向型で実施。その後にキャ
リアプログラムも提供。状況が許せ
ば、3年次後期に希望者が留学に参
加できるプログラムを準備する意向
▶現1年生は、3年次春（2022年春）
に留学を延期。２年次前期は、留学後
に受講予定だった科目を一部前倒し
して実施。事前学習の内容を、これま
での地域研究からグローバル企業研
究に変更して、帰国後すぐに就活に
臨めるようにする

▶現2年生は、2020年3月に留学を
中断して帰国。残りのプログラムはオ
ンラインで受講し、プログラムを修了
▶現1年生については、グローバル専
攻は、出発を2021年4月（語学留学）
または9月（学部留学）に延期。1年次
後期は、留学先のELSで予定されて
いたものとほぼ同様のカリキュラムに
よる、少人数・対面授業をキャンパス
内にて実施。東アジア専攻は、中国、
台湾、韓国の感染状況および留学ビ
ザの発給状況などを考慮しつつ2021
年１月以降に出発を延期。1年次後期
は、現地の大学の授業をオンラインで
受講
▶説明会や文書を通して、学生・保護
者にタイムリーに情報提供

▶自らの学びをデザインし実践する
力や、異文化の環境でもまれ、知識だ
けでなく、全人格的な「人間力」を身に
付けることなどが狙い
▶期間は１年間。時期は個々で異なる
が、主に2年次冬か3年次秋から。留
学先は、50の国・地域にある200の提
携校の中から、学生の希望を基に成
績や志望理由などで選考して決定

▶語学力の向上と異文化体験を通し
た、人間的成長を期待
▶2年次前期に5か月間、アメリカに
留学（約12か所に分散）。ホームステ
イ形式。事前学習では、留学先の地
域・文化などを調べ、目標設定や行動
計画を立案。事後学習では、振り返り
を基に自己のキャリアを考える

▶主な狙いは語学学習や異文化体験
▶1年次後期から1年間留学。グロー
バル専攻は、アメリカの大学等に9月
から4、5月まで。東アジア専攻中国語
コースは、中国か台湾の大学に9月か
ら7、8月まで。東アジア専攻韓国語
コースは、韓国の大学に9月から8月ま
で

就活や卒業を不安視する学生や保護
者の声があり、苦渋の決断として留学
の代替プログラムを準備。インディペ
ンデント・スタディでは、留学の狙いと
同等レベルのアウトプットを学生に求
めている

前年度、全員留学を経験した第1期生
の成長がめざましく、本年度も限界ま
で留学を実現する道を探った。キャリ
ア形成につながる留学が特徴なので、
中止決定後は語学だけでなくキャリア
教育の面でもフォローを行った

語学教育のほか、早期の異文化理
解・留学体験による学びを重視してお
り、従来同様、実際に海外に学生を送
り出したいと考えている。そのため、中
止ではなく「延期」としている。さらに延
期となった場合の対応は検討中

「留学先で全人格的にもまれること、
現地に身を置いて学ぶことの大切さ
が改めて浮き彫りになった。一方で、
距離を越えて著名な研究者に講演し
てもらうなど、オンラインだからできるこ
とも経験した。その利点を取り入れ、対
面と併用し学びを強化していきたい」

（熊谷嘉隆理事・副学長 談）

「現地に行く意義は極めて高い。当初
予定の留学より短期間になったとして
も、リアルな異文化体験ができる機会
を何らかの形で設けたい。留学プログ
ラムを通した学生の成長の可視化を
進めており、データを検証してプログラ
ムの改善・向上に努める」

（古家聡学科長 談）

「留学時期の入れ替えはあっても、トー
タルとして４年間のカリキュラムを壊さ
ないようにしたい。現１年生は、語学は
現地留学と同様の内容を提供できて
いるが、異文化体験が不足。現２年生
は、改めて留学した際に単位を認定す
るなど、柔軟に対応する」

（藤田直也学部長代理 談）

THE世界大学ランキング日本版2020／10位
外国人学生比率／24.5％、留学比率／20.4％、
英語講座比率／77.6％、海外協定校／185校

THE世界大学ランキング日本版2020／151-200位
外国人学生比率／7.2％、留学比率／2.9％、
英語講座比率／4.5％、海外協定校／66校

THE世界大学ランキング2021／801-1000位
同アジア版2020／=172位　同日本版2020／=75位
外国人学生比率／1.8％、留学比率／2.3％、
英語講座比率／2.4％、海外協定校／252校

＊１ 英語学習等を提供する留学生受け入れ機関の一つ。全米およびカナダの大学のキャンパス内に30以上のセンターを持つ
＊2 Massive Open Online Course（大規模公開オンライン講座）

＊3 インターンシップとMOOCs履修を組み合わせながらテーマや活動内容を自分でデザインする学び。
　　2020年12月から履修登録受け付け
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国内で取り組むグローバ ル教育

所在地／広島県東広島市　学生数／約14700人
THE世界大学ランキング2021／801-1000位
同アジア版 2020 ／ =177位
同日本版2020／12位

広島大学
海外大学のキャンパスを学内に設置
「Town&Gown」で取り組む国際化

　広島大学は、アリゾナ州立大学（ＡＳＵ）のキャンパスを東広島キャ
ンパス内に設置、共同運営を行う。ＡＳＵは、学生数をこの15年で約５
万人から約12万人に増加させた『全米で最も革新的な学校』＊1だ。
設置されるのは「ＡＳＵサンダーバードグローバル経営大学院ー広島
大学グローバル校」で、2021年８月に学士課程を開校する。東南ア
ジアや日本のインターナショナルスクールに通う生徒が主なターゲット
で、１期生は25人、将来的には毎年250人を受け入れる予定だ。
　同校の共同運営によって広島大学は、キャンパス内の多様性の向
上、マネジメント手法や教授方法の共有を期待している。2020年11
月にはオンラインによるパイロット授業を実施した。さらに、地方都市の
発展モデルを構築する狙いもある。ＡＳＵはＴＨＥ世界インパクトランキ
ング2020で５位に輝くなどＳＤＧｓに熱心に取り組むとともに、本部を
置くテンピ市と「Town & Gown」＊2方式で地方創生の実績を上げて
いる。これに倣い、広島大学と東広島市は2020年４月に「Town＆

東京都市大学
海外協定大の遠隔授業ノウハウを
FDを通じて自学の教育にも生かす

所在地／東京都世田谷区　学生数／約 7500 人
THE 世界大学ランキング 2021／1001+ 位
同アジア版 2020 ／ 401 位
同日本版 2020／141-150 位

島根大学
留学生と地域をつなぎ
地域貢献型のグローバル化を推進

神田外語大学
オンラインを活用して世界を巡る
海外スタディ・ツアーを計画

所在地／島根県松江市　学生数／約 6000 人
THE 世界大学ランキング 2021 ／ 1001+ 位
同アジア版 2020 ／ 401+ 位
同日本版 2020 ／ =81位

所在地／千葉県千葉市
学生数／約 4200 人
THE 世界大学ランキング日本版 2020
／ =36 位

▲入学後すぐに体験する海外スタディ・ツアー訪問先

Gown Office準備室」を設置。ＡＳＵやテンピ市と連携してイノベー
ションや働きがいの創出、外国人との共生、環境保全などをめざす。
　現在、東広島キャンパスでは国際交流拠点施設の建設も進んでお
り、キャンパスが「自学の学生や教職員のための場所」から「外国人や
市民を含め多様な人が集う、街のグローバル化の中心地」に変わろう
としている。
　海外大学のキャンパスを
学内に設置するのは、日本
の国立大学では初という。

「国立大学も“金太郎アメ”
のような無個性では生き残れ
ない。他大学がやっていない
ことに挑戦する必要がある」
と越智光夫学長は語る。

　「東京都市大学オーストラリアプログラム（ＴＡＰ）」は、１年次２月ま
たは２年次８月から約４か月間、オーストラリアのエディスコーワン大学

（ＥＣＵ）またはマードック大学（ＭＵ）で、英語と教養を学ぶプログラム。
特徴は希望者全員が参加でき、英語力を問わないこと。参加の敷居
を下げることで、特に理工系学生に世界を知るきっかけを与え、「使え
る英語力」を育てる狙いがある。自由参加だが、例年、１年生の１～２
割が渡豪。ＴＡＰを同大学の志望理由に挙げる受験生も多いという。
　2020年度はコロナ禍により、１年次２月からの参加者は３月下旬
に緊急帰国。受け入れ先大学のオンライン科目を６週間受講し、カリ
キュラムを修了した。２年次８月から参加予定だったグループは、留学
を１年延期。英語講座、ＥＣＵ、ＭＵによるオンライン研修や現地学生
との交流の機会などを提供し、モチベーション維持を図っている。
　これらの代替措置を取る中で、同大学は多くの収穫を得たという。
オンライン授業のノウハウの習得はその一つ。「ＥＣＵ、ＭＵは以前から

日常的にオンライン授業を取り入れており、授業の進め方や課題の出
し方、配信システムなどが洗練されていた」（本間宏二国際センター
長）。事前学習用の映像を用意する、各授業のテーマを明確にする、
といった工夫を、ＦＤ研修会を通じて全学で共有し、自学のオンライン
授業に生かした。また、オンラインによる英語の授業は、消極的な学生
にも発言の機会を与えやす
く、高い学習効果が見込める
こともわかった。「例年より検
定のスコアが高く、手応えを
感じる。オンラインでのコミュ
ニケーション力養成は今後さ
らに重要になる。配信の機
会を増やしたい」と程田昌明
国際部長は述べる。

　開学以来、外国語学部の一学部体制だった神田外語大学は、
2021年４月、グローバル・リベラルアーツ（ＧＬＡ）学部を新設。「世界
の現実を体感し、平和のために活躍できる人」を育成する。外国語学
部の場合、「まず手段としての語学力や知識、スキルを主に国内で身
に付け、その後、世界に飛び出す」教育モデルだが、ＧＬＡ学部はその
逆で、「入学直後に世界に飛び出し、課題を肌で感じて、その課題解
決に必要な力を帰国後に身に付ける」教育を行う。
　世界の課題を感じる機会として設けているのが、１年次６～７月に
行われる「海外スタディ・ツアー」。日本とは社会状況が大きく異なる地
域（右図）での３週間の研修を通じて、貧困、環境汚染、民族や宗教
の対立といった課題と向き合う。そこで感じた平和を願う心をモチベー
ションにして課題解決に必要な専門性を国内で培い、３年次後期の
ニューヨーク州立大学への留学でさらに深める。
　2021年の同ツアーは、オンラインでの実施に変更。受け入れ先大

学提供の授業、現地学生とのディスカッション、ビデオカメラを使った
現地ＮＧＯへの“バーチャル訪問”などを予定している。当初は４地域
から１地域を選んで訪問する形式だったが、オンライン化により、１人
の学生が４地域を全て体験することが可能になった。一方で同学部は
現地でのリアルな経験も重視しており、オンラインプログラム開催後で
も、渡航制限が緩和され実施可能な時期に短期ツアーを行う予定だ。
　総合型選抜の受験
生と接した金口恭久副
学長は「コロナ禍中に
おいても、世界をフィー
ルドに課題解決に挑も
うという高校生の意欲
はまったく衰えておらず、
心強く感じた」と話す。

　島根大学の国際交流は、留学経験を通して県の地域活性化をけ
ん引する人材を育てる点に特徴がある。そのためアウトバウンドでは、
単に語学や異文化体験にとどまらず、課題解決力の育成をめざす研
修を増やしている。代表例が「グローバル・イシュー実践海外研修」
だ。学生は２月に10日間、カンボジアに赴き、現地の課題解決をめざし
て自分たちが企画した活動を行う。2020年２月はコロナ禍により中止
したため、2021年２月のオンラインによる実施が初開催となる予定
だ。学生による企画立案に代えて、現地の問題を解決する課題研究
プログラムなどを同国のＮＧＯと連携して準備した。「実際の渡航と同
じ効果は期待できないが、オンライン化でより多くの学生に参加機会
を提供できる」と国際交流センターの青晴海教授は話す。
　インバウンドについても、地域活性化に取り組む。同大学に来る留
学生は、地域との交流を希望する学生が多いため、地域の空き家を
住居として提供したり、スポーツイベントを開催したりして、地域交流を

サポート。さらに県内企業に就職するための支援も実施している。ＩＴ
人材などの不足から、県の経済界は優秀な留学生の確保に意欲的
で、複数の企業が寄付金を供出して、基金を設立。県内企業のイン
ターンシップに一定期間以上参加した留学生に、奨学金を支給して
いる。
　さらに、東京の大学に通う
外国人留学生のＩターン就職
支援について、東洋大学と連
携。2020年２月に同大学の
留学生19人を島根県に招
き、３日間の就業体験、県の魅
力を伝える講演などを提供。
日本の豊かな地方文化を体
験する機会にもなっている。

リトアニア
国立ヴィータウタス・マグヌス大学 シンバイオシス国際大学

インド

宗教

エルサレム

国立ヘブライ大学

サステナビリティ

マレーシア・ボルネオ
国立プトラ大学/スウィンバーン工科大学

人道 多文化共生

T O P I C S
＊1 U.S.News & World Report誌が全米の教育機関から毎年15校を選出。ASUは６年連続で第１位を獲得　＊2 Town（街）とGown（教職員、学生）が一体となった街づくり

▲インターンシップ先企業と留学生の面談の様子▲ＡSUの授業を受講するなどの交流がすでに始まっている

▲途中帰国した
学生に提供された
ＥＣＵによる
オンライン授業
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能
に
な
っ
た
が
、
再
び
外
国
人

の
入
国
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
外

国
人
が
日
本
で
学
ぶ
に
は
数
々
の
手
続

き
が
必
要
で
あ
る
が
【
図
表
４
】、
日

本
で
の
感
染
者
増
加
、
入
国
後
は
２
週

間
の
待
機
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
た

め
、
来
日
を
延
期
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て

お
り
、
結
局
、
昨
年
に
入
国
で
き
た
の

は
、
６
、
７
割
程
度
と
見
ら
れ
る
。

　
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
を

出
入
国
在
留
管
理
局
に
申
請
す
る
過

程
で
2
0
2
1
年
４
月
の
募
集
状
況
も

見
え
て
き
た
が
、「
結
果
は
か
な
り
厳

し
い
」
と
い
う
。
中
国
の
学
生
は
さ
ほ

ど
減
っ
て
い
な
い
が
、
ベ
ト
ナ
ム
ほ
か

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
学
生
が
激
減
し
て

い
る
そ
う
だ
。「
感
染
を
恐
れ
て
保
護

者
が
海
外
に
出
さ
な
い
、
家
計
の
急
変

で
留
学
資
金
が
な
く
な
っ
た
等
の
理
由

が
考
え
ら
れ
る
。
2
0
2
0
年
４
月
か

ら
在
留
審
査
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
」（
谷
氏
）。

　
日
本
語
学
校
へ
の
入
学
者
減
少
が
与

日
本
語
学
校
の
４
月
生
で

入
国
で
き
た
の
は
７
%

留
学
生
目
線
に
立
っ
た

中
期
的
な
戦
略
が
必
要

え
る
大
学
進
学
者
数
へ
の
影
響
を
、
岡

山
外
語
学
院
副
理
事
長
・
森
下
明
子
氏

は
こ
う
予
測
す
る
。「
日
本
語
学
校
に

通
う
期
間
は
最
長
２
年
間
。
2
0
2
1

年
３
月
の
大
学
進
学
者
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
か
ら
日
本
に
い
る
学
生
だ
が
、
帰
国

希
望
者
が
増
え
て
い
る
。
加
え
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
特
例
措
置
で
、
日
本
語

学
校
の
在
籍
期
間
が
延
長
可
能
に
な
っ

た
た
め
、
次
年
度
に
大
学
進
学
を
持
ち

越
す
学
生
も
い
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、

2
0
2
1
年
3
月
の
進
学
者
数
は
、
結

果
的
に
2
0
2
0
年
３
月
比
の
７
、
８

割
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
」。
深
刻
な

の
は
2
0
2
2
年
３
月
の
大
学
進
学
者 

数
だ
。
前
述
の
卒
業
を
延
期
し
た
学
生

を
考
慮
し
て
も
、
2
0
2
0
年
３
月
比

の
3
〜
4
割
程
度
と
、
激
減
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
中
に
多

く
の
入
学
予
定
者
が
予
定
の
時
期
に
入

国
で
き
な
か
っ
た
た
め
だ
。
次
の

2
0
2
3
年
３
月
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
に
入
学
予
定
だ
っ
た
学
生

の
入
学
が
ず
れ
て
一
時
的
に
同
比
の
9

割
程
度
に
回
復
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
も
今
後
の
感
染
状
況
次
第

だ
。
ま
た
、
再
度
の
入
国
制
限
が
長
期

化
す
れ
ば
、
予
測
に
影
響
が
出
る
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
留
学
生
募
集
は

厳
し
い
状
況
が
続
く
。

　
今
、
大
学
が
留
学
生
募
集
で
や
る
べ

き
こ
と
は
何
か
？
　
同
会
副
会
長
・
永

井
早
希
子
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す

る
。

　「
ア
ジ
ア
の
学
生
に
と
っ
て
、
日
本

は
〝
第
一
志
望
〞
の
留
学
先
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
留
学
希
望
者
本
人
も
保
護
者

も
日
本
の
大
学
を
よ
く
知
ら
な
い
の
が

実
情
だ
。
教
育
内
容
、
就
職
支
援
の
広

報
活
動
を
も
っ
と
す
べ
き
で
は
」。
逆

に
言
え
ば
、
最
初
は
有
名
大
学
を
志
望

し
て
い
た
と
し
て
も
、「
自
分
が
希
望

す
る
学
び
が
心
地
よ
く
で
き
る
大
学
」

「
就
職
支
援
が
手
厚
い
大
学
」
を
口
コ

ミ
で
選
ぶ
こ
と
も
多
い
。「
多
く
の
留

学
生
は
た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
て
も
面

倒
見
が
よ
い
大
学
な
ら
志
願
す
る
」（
永

井
氏
）。

　
今
こ
そ
募
集
・
入
試
・
教
育
・
サ
ポ
ー

ト
・
就
職
支
援
を
、
留
学
生
目
線
で
見

直
し
、
中
期
的
な
戦
略
を
持
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
永

井
氏
に
よ
れ
ば
、
留
学
希
望
者
か
ら
見

た
日
本
の
魅
力
は
「
①
欧
米
と
比
べ
て

就
職
し
や
す
い
」「
②
ア
ル
バ
イ
ト
が

認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
奨
学
金
だ
け

に
頼
ら
な
く
て
す
む
」「
③
魅
力
的
な

日
本
文
化
が
あ
る
」
こ
と
だ
と
い
う
。

　
近
年
は
、
現
地
の
大
学
を
出
て
か
ら

日
本
語
学
校
で
学
び
、
直
接
、
日
本
企

業
に
就
職
す
る
外
国
人
も
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
変
化
も
あ
る
中
で
、
日

本
の
大
学
の
魅
力
を
、
ど
う
発
信
し
て

い
く
の
か
。
国
と
大
学
、
日
本
語
学
校

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課

題
だ
ろ
う
。

日
本
語
学
校
の
状
況
か
ら
探
る

留
学
生
募
集
の
今
後
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【図表2】日本語学校の
卒業生の進路（2018年度）

【図表4】留学志願者が来日するまでの手続きの流れ

【図表3】日本語学校の国内進学者数の推移 

【図表1】国内の日本語
教育機関在籍者の
出身国・地域別の割合

※日本語教育振興協会「日本語教育機関実態調査」
（2019年度）

卒業生数：56554人

※「2018年度外国人留学生進路状況・
学位授与状況調査結果」（JASSO）を基に作成 

※「外国人留学生進路状況・学位授与状況調査結果」（JASSO）を基に作成※JAPAN STUDY SUPPORT掲載情報や留学生教育学会への取材を基に編集部にて作成
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どうなる？ どうする？
コロナ禍によって
先行きの不透明さが増す学生市場。
日本留学希望者の現状、
今後の動向予測から、
withコロナの時代に対応した
留学生募集戦略を考える。
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一部の国
に対する
厳格化



　
2
0
2
0
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
、

T
H
E
世
界
学
術
サ
ミ
ッ
ト
。
今
回
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
世
界
の
高
等

教
育
機
関
関
係
者
が
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
と
そ
こ
か
ら
得
た
知
見
を
シ
ェ
ア
す

る
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
感
じ
た
の
は
、
世
界
の

優
れ
た
大
学
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
部
分
を
見
い
だ
し
、
変
革
の

機
会
と
捉
え
て
い
た
こ
と
で
す
。
中
で

も「
コ
ロ
ナ
禍
は
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。

前
年
度
ま
で
1
5
0
だ
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
科
目
を
、数
千
に
ま
で
拡
大
し
、コ
ー

ス
デ
ザ
イ
ン
も
根
本
的
に
見
直
し
て
い

る
」（
ト
ロ
ン
ト
大
学
）、「
変
革
を
止

め
な
い
。
１
年
か
け
て
取
り
組
む
予
定

だ
っ
た
事
項
を
、
数
か
月
で
完
了
さ
せ

た
」（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
）
と
い
っ

た
発
言
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
教
育
の
話
題
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
あ
ら

ゆ
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
学
生
に
教

育
の
機
会
を
与
え
る
」（
シ
ド
ニ
ー
大

学
）、「
対
面
授
業
よ
り
も
学
生
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
質
が
上
が
る
」（
ト

ロ
ン
ト
大
学
）
な
ど
、
利
便
性
を
評
価

す
る
声
が
あ
る
一
方
、「
対
面
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
得
ら
れ
る

教
育
効
果
は
何
物
に
も
代
え
難
い
」
と

い
っ
た
意
見
も
複
数
の
大
学
か
ら
出
て

お
り
、「
知
識
の
伝
達
に
と
ど
ま
ら
な

い
教
育
の
価
値
を
、
ど
う
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
現
す
る
か
」
が
世
界
的
な
課
題
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
研
究
面
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
っ
て
共
同
研
究
、
論
文
の
国
際
共
著

が
活
発
に
な
り
、清
華
大
学
か
ら
は「
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
論
文
査
読
が
増
え
た

こ
と
で
査
読
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
り
、

研
究
が
加
速
し
て
い
る
」
と
い
う
発
言

も
。
産
学
連
携
に
つ
い
て
も
ま
す
ま
す

増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
「
コ
ロ
ナ
の

治
療
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
グ
ロ
ー
バ
ル

イ
シ
ュ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ー
プ
ン
な

研
究
が
不
可
欠
」
と
い
う
考
え
が
、
世

界
の
大
学
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
感
染
拡
大
期
に
お
け
る
留
学
生
へ
の

対
応
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ド
ニ
ー

大
学
で
は
、
連
帯
感
を
高
め
る
た
め
に

自
国
で
学
修
す
る
留
学
生
向
け
に

S
N
S
で 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
関
す

る
自
分
の
経
験
の
投
稿
を
呼
び
か
け
る

ほ
か
、
1
対
1
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
ア
ド

バ
イ
ス
も
提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
は
留
学
志
望
者
に
も
提
供
さ
れ
、

在
学
生
と
の
チ
ャ
ッ
ト
が
好
評
を
得
て

い
る
そ
う
で
す
。
多
数
を
占
め
る
中
国

人
留
学
生
向
け
に
は
特
別
に
、
副
総
長

自
ら
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
を
通
じ
て

中
国
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
さ
ら

に
、
大
学
の
サ
イ
ト
に
彼
ら
を
勇
気
付

け
る
動
画
を
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
学
生

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
留
学
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
ま
で
視
野
に
入
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
清
華
大
学
で
は
、
バ
ー
チ
ャ

ル
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
、
世
界
か
ら

1
0
0
0
人
も
の
学
生
が
参
加
し
た
と

の
こ
と
。
逆
境
の
中
で
も
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
こ
う
い
っ
た
海
外
大
の
取

り
組
み
は
、
日
本
の
大
学
も
参
考
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
世
界
の
大
学
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
持
っ

て
い
た
こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。
特
に

欧
米
の
大
学
で
は
、
組
織
的
に
連
携
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
啓
蒙

活
動
を
行
っ
た
り
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
取
り
組
み

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学

（
N
U
S
）
は
、
O
B
・
O
G
に
協
力

を
募
る
な
ど
し
て
、
2
0
2
0
年
度
の

卒
業
生
の
た
め
に
1
0
0
0
人
分
の
雇

用
先
を
提
供
し
た
と
言
い
ま
す
。

N
U
S
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
新
し

い
生
活
様
式
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
漫
画
を
、
市
民
へ
の
啓
蒙
活
動
の
一

環
と
し
て
制
作
し
た
り
、
医
学
専
門
家

向
け
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
毎
週
開
催
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を

通
し
て
大
学
の
存
在
意
義
を
社
会
に
発

信
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
大
学
の
評

判
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
留
学
生
の
動
向
に
関
す

る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、T
H
E
か
ら「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
も
と
も
と
留
学
先
と

し
て
人
気
の
あ
っ
た
オ
セ
ア
ニ
ア
、
欧

米
か
ら
、
ほ
か
の
地
域
へ
留
学
生
が
流

れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
。ア
ジ
ア
の
大
学
に
と
っ
て
、

こ
れ
は
留
学
生
獲
得
の
好
機
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
大
き
な
環
境
変
化
に
対
応
し
た

留
学
生
獲
得
の
戦
略
を
、
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

変
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る

危
機
の
中
で
こ
そ
高
め
る

大
学
の
存
在
価
値
と
評
判
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
促
進
す
べ
き
国
際
化

〜
大
学
の
存
在
価
値
と
評
判
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サミットで議論された主なトピックス

教育

研究

社会貢献

コミュニ
ケーション

【図表2】コロナ禍で学生募集が困難に
なったら、大学の財政に影響はあるか？

【図表1】コロナ禍で学生は減少するか？　ユネスコによると、2017年度時点で
530万人もの留学生が海外で学んでいま
した。そのうち半数以上が主要6か国（米、
英 、豪 、仏 、独 、露 ）へ留 学しています。
2019年の留学による世界的な経済効果
は約650億ドル。この経済効果は2027
年までには約1200億ドルに伸びると予測
されていましたが、コロナ禍で減少に転じて
います。【 図 表１】は、T H Eが 毎 年 世 界
200大学に実施している「リーダーズ調
査」の結果です。「コロナ禍で学生は減少
するか？」という問いに対して、留学生につ
いて「強く同意」「同意」と答えた大学を合
わせると75％にも上りました。
　【図表２】は同調査で、「コロナ禍で学生募
集に困難を来したら、大学の財政に影響が
出るか」という問いに対する回答を地域別に
まとめたものです。多くの国では留学生と国
内学生では同等、または留学生の学費収入
で影響が出るという割合が多い傾向にありま
すが、日本の場合、留学生減少が大学の収

エリザベス・
シェパード

入に与える影響は限定的です。それだけ日本
への留学生数が少ないということでしょう。
　学生の留学意欲は回復基調にあるようで
す。オランダの留 学 情 報サイト「 S t u d y 
portals」によれば、2020年３月半ばの時点
ではアクセス数が前年に比べ大きく減少して
いましたが、９月初旬には前年レベルに戻っ
てきていることがわかっています。
　留学生の動向は各国の政治状況や自然
災害にも左右されます。英国では2017年に
政府が大学卒業後2年間の就労ビザ発給を
停止したため、留学生が減少。ニュージーラ
ンドでは2011年の震災が留学生の動向に
短期的な影響を及ぼしました。
　このように留学生募集は、外的要因に大
きく左右されます。リスクを低減するためにも、
１つのデータソースで判断せず、「世界の大
学の動向調査」「留学情報サイトへのアクセ
ス傾向」「各国の政策・入国管理状況」とい
う３つの側面から分析し、戦略を定めることが
重要でしょう。

リスク要素を緩和するための三角測量データ

コロナ禍で問われる大学の
留学生獲得戦略

Times Higher Education
コンサルタンシー・サービス担当
マネージングディレクター
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＊「THE Leaders Survey」（2020年５月実施。世界200大学が対象）
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で
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議
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よ
り

しばたさとこ●（株）ベネッセコーポ
レーション大学事業部、シンガポー
ル、英国勤務を経て2018年より現
職。ランキングや海外の動向分析を
基に、大学の国際化を支援。

（株）進研アド  改革支援室

柴 田 聡 子
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 Elizabeth Shepherd

「ある」と答えた割合

◎オンライン授業科目の拡充と、それに対応したコースデザインの見直し
◎クリティカルシンキングやバックグラウンドが異なる他者との協働などを、
　オンライン授業で実現する方法
◎オンラインによる試験の実施方法、および学生へのフィードバックの質向上

◎国際共同研究における新たな形のパートナーシップの構築の必要性
◎オンラインによる査読の実施、査読サイクルの短期化による研究のスピードアップ化
◎産学の共著論文数の増加に伴う、全地域での産学共著論文のFWCIの上昇
◎ワクチンの共同開発など、コロナ禍における産学連携の重要性

◎社会に対する新型コロナウイルスに関する情報提供、啓蒙活動
◎地域コミュニティへの支援のあり方、関わり方
◎大学の社会的な価値の発信、コミュニケーションのあり方
◎コロナ禍がSDGｓに与えた影響

◎学生（国内学生、留学生）に向けた、
　迅速な危機管理コミュニケーションのあり方
◎コロナ禍における評判マネジメントについて（コロナ禍での成果の発信）
◎コロナ禍により価値観が変わったステークホルダーとの
　コミュニケーション方法



むろまさこ●2012年（株）ベネッセ
コーポレーション入社。2019年より、
留日広報・日本語力育成・就職支援に
関する事業開発に従事。

（株）ベネッセコーポレーション　 
グローバルビジネス開発課
インバウンドグループリーダー
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日
本
留
学
希
望
者
を
取
り
巻
く
状
況

は
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
大
き
く
変
わ
り
、

今
も
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
で
日
本
の
大
学
は
、

日
本
留
学
希
望
者
が
置
か
れ
た
環
境
、

マ
イ
ン
ド
の
変
化
に
常
に
注
意
を
払
い

つ
つ
、
留
学
生
目
線
で
今
後
の
広
報
戦

略
を
立
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　【
図
表
１
】 は
、
直
近
2
年
の
留
学

希
望
者
の
出
願
動
向
予
測
と
広
報
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
ず

国
内
の
日
本
語
学
校
経
由
で
の
出
願

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
く
減
少
す

る
見
込
み
で
す
。
2
0
2
1
年
度
は
ま

だ
前
年
度
か
ら
日
本
語
学
校
で
学
ん
で

い
る
学
生
が
一
定
数
い
る
も
の
の
、
そ

の
後
の
新
入
生
は
激
減
し
て
お
り
、

2
0
2
2
年
度
は
志
願
者
が
大
幅
に
減

少
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き
が
不
透
明
な
う
ち

は
海
外
か
ら
の
直
接
出
願
も
減
少
す
る

可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
外
国
人
の
留
学
意
欲
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。【
図
表
２
】
は
留
日
希

望
者
向
け
情
報
サ
イ
ト
「JA

PA
N

 
ST

U
D

Y
 SU

PPO
RT

」（
J
P
S
S
）

へ
の
訪
問
状
況
の
国
別
対
前
年
比
を
表

し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
日
本
国
内
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
は
前
年
比
８
割
程
度
ま
で
回

復
し
、
イ
ン
ド
や
タ
イ
を
は
じ
め
多
く

の
国
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
は
目
覚
し
く
伸

び
て
い
ま
す
。
J
P
S
S
ユ
ー
ザ
ー

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
約
７
割
が

「
数
年
以
内
に
日
本
に
留
学
し
た
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
【
図
表
３
】。
こ

の
よ
う
に
日
本
留
学
の
ニ
ー
ズ
は
引
き

続
き
あ
る
た
め
、
今
こ
そ
積
極
的
な
広

報
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
何
か
と
不
安
の
あ
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

募
集
活
動
は
、
留
学
生
視
点
に
立
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
３
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
発
信
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前

か
ら
、
日
本
留
学
希
望
者
は
W
e
b
を

通
じ
て
情
報
を
入
手
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
【
図
表
４
】。
当
面
留
学
フ
ェ

ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
難
し
い
状

況
下
で
は
、
募
集
活
動
は
W
e
b
へ
と

シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
特
に
次

年
度
以
降
は
国
内
の
日
本
語
学
校
学
生

数
が
減
少
す
る
見
込
み
か
ら
、
対
面
接

触
で
き
る
志
願
者
が
減
り
ま
す
。
よ
っ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
接
触
者
が
出
願
ま

で
た
ど
り
着
け
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
続

け
る
し
く
み
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
志
願
者
目
線
の

情
報
を
伝
わ
る
形
で
掲
載
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。「
サ
イ
ト
の
構
成
が
複
雑

で
必
要
な
情
報
に
た
ど
り
着
き
に
く

い
」。
こ
れ
は
、
多
く
の
留
学
希
望
者

か
ら
指
摘
さ
れ
る
問
題
点
で
す
。

　
ま
た
、「
情
報
の
内
容
」
も
改
善
の

余
地
が
あ
り
ま
す
。【
図
表
５
】
は
日

本
留
学
希
望
者
に
「
学
校
選
択
の
際
に

何
を
重
視
す
る
か
」
を
聞
い
た
も
の
で

す
が
、「
学
部・プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
」「
卒

業
後
の
進
路
（
就
職
）」
が
上
位
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
学
生
以
上
に
、

学
部
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
を
端
的
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
多
く
の
希
望
者
が
日

本
で
の
就
職
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
留
学
生
の
就
職
実
績
、
就
職
先
を

開
示
し
て
い
る
日
本
の
大
学
は
多
く
な

く
、
実
際
に
留
学
生
か
ら
は
、「
日
本

の
就
職
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
知
ら
な
か
っ

た
」「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
日
本
人

向
け
の
情
報
ば
か
り
で
、
留
学
生
向
け

の
情
報
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
か
っ
た
」

等
の
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
留
学
希
望
者
が
知
り
た
い
情
報

を
整
理
し
、
彼
ら
が
迷
う
こ
と
な
く
情

報
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
な
サ
イ
ト
に

な
っ
て
い
る
か
、
一
度
点
検
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
３
つ
目
に
大
切
な
の
は
、
必
要
な
情

報
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
届
け
る
こ

と
。
各
接
触
者
に
対
し
て
認
知
か
ら
出

願
に
至
る
ま
で
、
各
プ
ロ
セ
ス
で
必
要

な
情
報
を
提
供
し
、「
よ
い
大
学
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
出
願
の
締
め
切
り
が

間
近
で
諦
め
た
」「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
と

い
っ
た
機
会
の
損
失
が
な
い
よ
う
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
外
せ
ま
せ
ん
。

　
留
学
生
向
け
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
用

意
し
た
国
が
あ
る
な
ど
、
各
国
が
コ
ロ

ナ
禍
で
も
留
学
生
獲
得
に
積
極
的
な

中
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
募
集
活
動
は

む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
留
学

生
の
受
け
入
れ
と
交
流
は
、
日
本
人
学

生
へ
の
教
育
効
果
が
あ
る
一
方
で
、
半

数
以
上
の
日
本
人
学
生
は
そ
の
よ
う
な

経
験
が
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
【
図
表

6
】。
こ
れ
を
機
に
、
留
学
生
募
集
戦

略
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

留
学
意
欲
回
復
基
調
の
国
も

今
こ
そ
積
極
的
な
広
報
を

留
学
希
望
者
視
点
で
の

募
集
活
動
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

OPINION

2019年度を100%とした時の割合
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取材・文／本間学　撮影／亀井宏昭

海
外
向
け
募
集
広
報
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
語
る
、留
学
生
市
場
の
変
化
と
今
後
の
募
集
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

留
学
生
視
点
で
考
え
る

w
ith

コ
ロ
ナ
の
留
学
生
募
集
戦
略

【図表1】日本留学希望者の出願動向予測と広報ポイント【図表4】日本留学希望者の
情報入手方法

【図表5】学校選択の際に、
日本留学希望者が重視する項目

【図表6】（学内で）
自分とは異なる
国の学生との
交流は有用
だったか

【図表2】2020年度JPSSサイトへの国別訪問状況の対前年比較

【図表3】日本留学希望者が
留学を計画する時期

＊JPSS ユーザー向け調査 2020年6月 

2022年度2021年度

＊JPSSユーザー向け調査 2020年6月（海外在住者のデータを抜粋）

動向予測

募集
広報の
ポイント

まだ
決まって
いない
11%

１年以内に
行きたい
21%

2、3年以内に
行きたい
37%

すでに
日本に
住んでいる
14%

その他 4%

＊2019年度「全国学生調査（試行実施）」（文部科学省）

経験していない
62%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

日本留学希望者向け情報サイト

非常に重要
57.2

重要
19.8

22.2

34.2

51.8

31.8

27.7

＊日本国内の大学・大学院に在学中の外国人留学生
200人に対する「日本留学および日本語学習に関する調査」

（株）ベネッセコーポレーション 2018年

Web
45%

知人
17%

日本語学校
10%

留学フェア 7%

母校 6%

留学媒体 
4%

家族 2% エージェント 2%

その他
7%

ロケーション 32.5

学部・プログラム内容

卒業後の進路（就職）

学校の評判
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7月 8月 9月 10月 11月

非常に
有用
だった
9%

有用だった
19%

あまり
有用で
なかった
7%

有用で
なかった 3%

国内の日本語学校
出身者からの出願

海外からの
直接出願

国内の日本語学校
出身者からの出願

海外からの
直接出願

減少傾向 減少傾向 減少傾向

日本在住の志願者に
効果的に広報する
必要がある

日本語の学習が間に
合わなかった学生が
English Trackに
方向転換する
可能性がある

大幅に減少傾向

海外で日本語を学び
続けている志願者に
効果的に広報する
必要がある

意欲を保ち計画的に
準備してもらえるよう
前もって広報を
展開する

公益財団法人アジア学生文化協会と（株）ベネッセコーポレーションが共
同運営するWebサイト。年間150万人、月間12.5万人閲覧。SNSは
114万人がフォロー。会員数約10万人、スカウト機能登録数5.3万人。

JAPAN
STUDY
SUPPORT
（JPSS）

６か月以内に
行きたい
13%
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除外
条件

　
T
O
P
10
に
目
を
向
け
る
と
【
図
表

２
】、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
イ

ギ
リ
ス
）
が
５
年
連
続
で
１
位
の
座
を

キ
ー
プ
し
た
も
の
の
、
２
位
は
前
年
４

位
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
ア
メ
リ

カ
）、
３
位
は
前
年
７
位
か
ら
順
位
を

上
げ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学（
ア
メ
リ
カ
）

だ
っ
た
。
前
年
３
位
だ
っ
た
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）
は
６
位
に

後
退
し
、
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
で
の
ア
メ

リ
カ
の
躍
進
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
低
下

が
う
か
が
え
る
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
が
始
ま
っ
て
以
来
、
ア

ジ
ア
か
ら
は
最
多
の
16
校
が
T
O
P

1
0
0
入
り
し
、
う
ち
13
校
は
前
年
か

ら
順
位
を
上
げ
る
か
維
持
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
９
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
高

等
教
育
専
門
誌
T
H
E
（T

im
es 

H
igher Education

）
は
、
最
新
の

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。

今
回
、
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
は
、
世
界

93
か
国
・
地
域
の
1
5
2
6
校
。
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
や
中
東
地
域
か
ら
の
新
た

な
参
加
が
増
え
た
こ
と
で
、
ラ
ン
ク
イ

ン
大
学
数
は
過
去
最
多
を
記
録
し
た

【
図
表
１
】。
年
を
追
う
ご
と
に
、
よ
り

広
い
地
域
か
ら
研
究
・
教
育
の
国
際
競

争
に
参
加
す
る
大
学
が
増
え
て
き
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

文／本間学

ラ
ン
ク
イ
ン
数
は
過
去
最
多

ア
ジ
ア
の
躍
進
と
競
争
激
化

ト
ッ
プ
は
中
国
の
清
華
大
学
で
、
前
年

の
23
位
か
ら
20
位
タ
イ
へ
躍
進
。
現

行
の
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
に
な
っ
て
か
ら
、

ア
ジ
ア
の
大
学
で
は
初
め
て
T
O
P
20

に
食
い
込
ん
だ
。
一
方
、
日
本
の
大
学

は
T
O
P
1
0
0
に
前
年
同
様
２
校
が

入
っ
た
。
最
上
位
は
36
位
タ
イ
の
東
京

大
学
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
の
算
出
根
拠
と
な
る
５

分
野
13
指
標
は
【
図
表
３
】
の
通
り
で

前
回
か
ら
変
更
は
な
か
っ
た
。
ラ
ン
キ

ン
グ
に
向
き
合
う
際
に
重
要
な
の
は
、

こ
こ
に
掲
げ
た
指
標
と
そ
の
し
く
み
を

熟
知
し
、
そ
こ
か
ら
戦
略
を
立
て
る
こ

と
に
あ
る
。
例
え
ば
、「
教
育
」「
研
究
」

の
分
野
を
構
成
す
る
指
標
の
一
つ
で
あ

る
評
判
調
査
は
、
全
指
標
に
占
め
る
割

合
が
33
％
と
一
番
高
い（「
教
育
」分
野
：

15
％
、「
研
究
」
分
野
：
18
％
）。
調
査

対
象
は
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
のScopus

登

録
研
究
者
で
、【
図
表
４
】
の
質
問
が
、

メ
ー
ル
で
調
査
依
頼
さ
れ
る
し
く
み

だ
。
あ
る
い
は
30
％
を
占
め
る
「
被
引

用
論
文
」。
こ
ち
ら
もScopus 

を
基

に
、1
論
文
あ
た
り
の
被
引
用
回
数（
書

籍
も
含
む
）
が
ス
コ
ア
に
な
る
。
5
年

間
で
1
0
0
0
本
以
上
の
論
文
数
の
縛

り
は
あ
る
も
の
の
、
引
用
さ
れ
な
い
論

文
の
量
産
は
ラ
ン
キ
ン
グ
向
上
に
は
寄

与
し
な
い
。

【図表3】ＴHＥ世界大学ランキング2021の指標

【図表4】評判調査の設問内容 【図表1】ランクイン大学数の推移

【図表2】THE世界大学ランキングTOP10

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
1

結
果
分
析

・国際共著論文は、海外の共著者が最低
一人が記載されている論文が対象

・設置学部、学問分野に応じて標準化

産業界から
の収入

研究

被引用論文

国際性

15%

4.5%

2.25%

6%

2.25%

18%

6%

6%

30%

2.5%

2.5%

2.5%

2.5%

30%

30%

30%

2.5%

7.5%

2019、2020年

2017年

2017年

2017年

2017年

2019、2020年

2017年

論文数は
2015～2019年／
研究者数は2017年

対象論文は2015
～2019年刊行物、
引用回数は
2015～2020年

2017年

2017年

2017年

2015～2019年

エルゼビア社評判調査

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

エルゼビア社評判調査

大学入力情報

エルゼビア社Scopus

／大学入力情報

エルゼビア社Scopus

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

エルゼビア社Scopus国際共著論文数／論文数

外国籍教員数／全教員数

外国人留学生数／全学生数

産業界からの研究助成金
および研究関連収入／教員数

１論文あたりの被引用回数

学術生産性
論文数／教員数+研究者数

研究助成金および研究関連収入
／教員数

評判調査＜研究＞

大学総収入／教員数

博士号取得者数／教員数

博士課程学生数／学士課程学生数

教員数　／全学生数

評判調査＜教育＞

教育

・評判調査は、エルゼビア社のデータベース
からランダムに抽出された研究者（地域や
学問分野の偏りを調整）が優れている大学
を最大15校回答。加えてその15校と重複
のない大学を自国から６校回答。2019年
11～2020年２月実施。回答者数は2万
人以上

・大学の総収入は、各国の購買力平価で調
整

・学問分野による引用数のばらつきを調整
・国ごとの補正値を合成したスコア

・論文数はエルゼビア社のデータベースに登
録されている学術誌に掲載された論文数

・設置学部、学問分野に応じて標準化

分野 指標／指標中の割合 割合 対象年度 データ元 備考

・教育分野の評判調査と同じ

・研究費は各国の購買力平価で為替調整
・設置学部、学問分野に応じて標準化

・各国の購買力平価で調整

＊１ 教員数：授業を担当している
     教員のみ集計

＊1

※人数はＦＴＥ換算値。フルタイムの何人分に相当するかで示したもの
※本計算式は、プライスウォーターハウスクーパース（PwC）による第三者監査を受けている

＊この特集では、ランク付けされた数をランクイン数と表記しています。

教育機関
Institution

①大学生（学部生）を教えていない大学
②2015～2019年の研究論文の数が1000（年間で最低150）に満たない大学
③活動の80％以上が、ＴＨＥ側が定める８つの学問分野のうち１つだけに集中している大学（除外しないこともある）

① 回答者の属性情報（所属大学、職種、専門学問分野等）
②「世界」で「あなたの専門学問分野で最も研究力の高い大学」と思う大学を、15大
学まで挙げてください。
③「あなたの経験に基づいて」「あなたの専門学問分野で最も研究力の高い大学」と
思う大学を、10大学まで挙げてください。
④「世界」で「あなたの専門学問分野で最も教育力の高い大学」と思う大学を、15大
学まで挙げてください。
⑤「あなたの経験に基づいて」「あなたの専門学問分野で最も教育力の高い大学」と
思う大学を、10大学まで挙げてください。
⑥「あなたの国」で「最も研究力の高い大学」と思う大学を、6大学まで挙げてください。
⑦「あなたの国」で「最も教育力の高い大学」と思う大学を、6大学まで挙げてください。
⑧その他、これまでの設問では回答として選ぶことができないが、優れていると思う大学
を挙げてください。
⑨あなたはどういう観点から大学が「優れている」と考えて選んでいるのかを教えてください。

▶調査期間： 2019年11月～2020年2月

▶調査対象者：エルゼビア社のScopusに登録されている論文の著者
※ユネスコの人口分布に合わせて対象者を抽出、特定の国に偏ることはない。
※評判調査はインビテーションメールを受け取った教員や研究者のみが回答できる。

▶調査実施機関：エルゼビア社

▶調査の目的：Times Higher Education（THE）が作成する多くのランキング指標の１つとして使用する。

▶調査結果が使用されるランキング：

・THE World University Rankings　・THE Japan University Rankings
・THE World Reputation Rankings　・THE Asia University Rankings
・THE Young University Rankings
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順位
2021
Rank

順位
2020
Rank

国／地域
Country/Region

（
清
華
大
学
、
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
、

中
国
科
学
技
術
大
学
、
浙
江
大
学
、
上

海
交
通
大
学
）
に
増
や
し
た
の
に
対
し

て
、
日
本
は
２
校
（
東
京
大
学
、
京
都

大
学
）
の
ま
ま
だ
。
日
本
は
ラ
ン
ク
イ

ン
数
世
界
第
２
位
を
堅
持
し
て
い
る

が
、
約
７
割
が
1
0
0
1
＋
に
集
中
し

て
い
る
。
な
お
、
一
般
的
に
国
際
的
に

プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
い
と
見
な
さ
れ
る

T
O
P
2
0
0
に
入
る
大
学
の
国
／
地

域
別
の
数
は
、【
図
表
６
】
の
通
り
だ
。

　
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
ア
ジ
ア

勢
の
台
頭
を
受
け
て
英
米
の
地
位
が
相

対
的
に
低
下
す
る
と
い
う
状
況
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
中
期
的
に
見
て
も
中
国

の
進
展
は
著
し
く
、
2
0
1
5
／
1
6

年
版
ラ
ン
キ
ン
グ
で
2
0
1

‒

3
0
0

の
順
位
帯
に
位
置
し
て
い
た
４
大
学
の

う
ち
３
大
学
が
、
最
新
ラ
ン
キ
ン
グ
で

1
0
0
位
以
内
に
入
っ
て
き
た
。
対
照

的
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
2
0
1
5
／

1
6
年
の
2
0
1

‒

3
0
0
の
順
位
帯

に
位
置
し
て
い
た
大
学
が
1
0
0
位
以

内
に
入
っ
た
例
は
な
い
。T
H
E
は「
ラ

ン
キ
ン
グ
中
位
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
中

国
の
大
学
の
研
究
の
質
は
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
を
上
回
り
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
、
多
く
の
ア
メ

リ
カ
の
大
学
は
財
政
危
機

に
見
舞
わ
れ
た
一
方
で
、

政
府
か
ら
の
援
助
が
大
き

い
中
国
の
大
学
は
さ
ほ
ど

打
撃
を
受
け
て
い
な
い
。

T
H
E
チ
ー
フ
・
ナ
レ
ッ

ジ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
フ
ィ

ル
・
ベ
イ
テ
ィ
氏
は
「
学

生
と
教
員
の
国
際
的
流
動

性
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
欧
米
の
大
学
の
資
金
調

達
が
難
し
く
な
れ
ば
、
ア

ジ
ア
の
大
学
は
さ
ら
に
勢

い
づ
く
」
と
の
見
解
を
述

べ
て
い
る
。

　
国
／
地
域
別
の
状
況
に
目
を
移
そ

う
。【
図
表
５
】
は
主
要
国
／
地
域
別

の
ラ
ン
ク
イ
ン
数
を
示
し
た
も
の
。
め

だ
つ
の
は
イ
ン
ド
の
躍
進
だ
。
今
回
、

初
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
全
1
4
1
校
中
、

最
多
の
14
校
を
占
め
、
ラ
ン
ク
イ
ン
数

は
過
去
最
多
の
63
校
と
な
っ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
前

年
か
ら
日
本
は
1
1
0
↓
1
1
6
校
、

中
国
は
81
↓
91
校
、
韓
国
31
↓
35
校

と
ラ
ン
ク
イ
ン
数
が
増
加
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
中
国
は
T
O
P
1
0
0
の
ラ

ン
ク
イ
ン
数
を
前
年
の
３
校
か
ら
６
校

（校）

【評判調査の概要】

WORLD
UNIVERSITY
RANKINGS

コロナ禍によって一変した、世界の高等教育事情。
大きな変化の中で自学の国際的なポジションを、
どう向上させていくべきか。
最新のTHE世界大学ランキングの結果を分析し、
日本の大学が検討すべき戦略の方向性を探る。

世界大学ランキングから見た

世界の高等教育と
日本の大学



10（11）
23（27）
61-70（７１－８０）
71-80（61-70）
81-90（同）
101-125
101-125
126-150
151-175
176-200
176-200
176-200

東京大学
京都大学
大阪大学
東北大学
東京工業大学
北海道大学
名古屋大学
九州大学
慶應義塾大学
理化学研究所
筑波大学
早稲田大学

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

38.6 大阪大学 

2017 2018 2019 2020 2021

40.1 東京大学

37.8 京都大学 

46.7 東北大学 

41.1 東京工業大学

34.9 名古屋大学 

19.3 産業医科大学 

　
T
O
P
10
に
目
を
向
け
る
と
【
図
表

２
】、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
イ

ギ
リ
ス
）
が
５
年
連
続
で
１
位
の
座
を

キ
ー
プ
し
た
も
の
の
、
２
位
は
前
年
４

位
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
ア
メ
リ

カ
）、
３
位
は
前
年
７
位
か
ら
順
位
を

上
げ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学（
ア
メ
リ
カ
）

だ
っ
た
。
前
年
３
位
だ
っ
た
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）
は
６
位
に

後
退
し
、
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
で
の
ア
メ

リ
カ
の
躍
進
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
低
下

が
う
か
が
え
る
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
が
始
ま
っ
て
以
来
、
ア

ジ
ア
か
ら
は
最
多
の
16
校
が
T
O
P

1
0
0
入
り
し
、
う
ち
13
校
は
前
年
か

ら
順
位
を
上
げ
る
か
維
持
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
９
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
高

等
教
育
専
門
誌
T
H
E
（T

im
es 

H
igher Education

）
は
、
最
新
の

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。

今
回
、
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
は
、
世
界

93
か
国
・
地
域
の
1
5
2
6
校
。
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
や
中
東
地
域
か
ら
の
新
た

な
参
加
が
増
え
た
こ
と
で
、
ラ
ン
ク
イ

ン
大
学
数
は
過
去
最
多
を
記
録
し
た

【
図
表
１
】。
年
を
追
う
ご
と
に
、
よ
り

広
い
地
域
か
ら
研
究
・
教
育
の
国
際
競

争
に
参
加
す
る
大
学
が
増
え
て
き
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

ア
ジ
ア
勢
の
躍
進
は

コ
ロ
ナ
禍
後
も
続
く
の
か
？

ト
ッ
プ
は
中
国
の
清
華
大
学
で
、
前
年

の
23
位
か
ら
20
位
タ
イ
へ
躍
進
。
現

行
の
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
に
な
っ
て
か
ら
、

ア
ジ
ア
の
大
学
で
は
初
め
て
T
O
P
20

に
食
い
込
ん
だ
。
一
方
、
日
本
の
大
学

は
T
O
P
1
0
0
に
前
年
同
様
２
校
が

入
っ
た
。
最
上
位
は
36
位
タ
イ
の
東
京

大
学
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
の
算
出
根
拠
と
な
る
５

分
野
13
指
標
は
【
図
表
３
】
の
通
り
で

前
回
か
ら
変
更
は
な
か
っ
た
。
ラ
ン
キ

ン
グ
に
向
き
合
う
際
に
重
要
な
の
は
、

こ
こ
に
掲
げ
た
指
標
と
そ
の
し
く
み
を

熟
知
し
、
そ
こ
か
ら
戦
略
を
立
て
る
こ

と
に
あ
る
。
例
え
ば
、「
教
育
」「
研
究
」

の
分
野
を
構
成
す
る
指
標
の
一
つ
で
あ

る
評
判
調
査
は
、
全
指
標
に
占
め
る
割

合
が
33
％
と
一
番
高
い（「
教
育
」分
野
：

15
％
、「
研
究
」
分
野
：
18
％
）。
調
査

対
象
は
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
のScopus

登

録
研
究
者
で
、【
図
表
４
】
の
質
問
が
、

メ
ー
ル
で
調
査
依
頼
さ
れ
る
し
く
み

だ
。
あ
る
い
は
30
％
を
占
め
る
「
被
引

用
論
文
」。
こ
ち
ら
もScopus 

を
基

に
、1
論
文
あ
た
り
の
被
引
用
回
数（
書

籍
も
含
む
）
が
ス
コ
ア
に
な
る
。
5
年

間
で
1
0
0
0
本
以
上
の
論
文
数
の
縛

り
は
あ
る
も
の
の
、
引
用
さ
れ
な
い
論

文
の
量
産
は
ラ
ン
キ
ン
グ
向
上
に
は
寄

与
し
な
い
。

特集  withコロナのグローバル戦略

2021 1-219 2021 1-2 18

（
清
華
大
学
、
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
、

中
国
科
学
技
術
大
学
、
浙
江
大
学
、
上

海
交
通
大
学
）
に
増
や
し
た
の
に
対
し

て
、
日
本
は
２
校
（
東
京
大
学
、
京
都

大
学
）
の
ま
ま
だ
。
日
本
は
ラ
ン
ク
イ

ン
数
世
界
第
２
位
を
堅
持
し
て
い
る

が
、
約
７
割
が
1
0
0
1
＋
に
集
中
し

て
い
る
。
な
お
、
一
般
的
に
国
際
的
に

プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
い
と
見
な
さ
れ
る

T
O
P
2
0
0
に
入
る
大
学
の
国
／
地

域
別
の
数
は
、【
図
表
６
】
の
通
り
だ
。

　
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
ア
ジ
ア

勢
の
台
頭
を
受
け
て
英
米
の
地
位
が
相

対
的
に
低
下
す
る
と
い
う
状
況
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
中
期
的
に
見
て
も
中
国

の
進
展
は
著
し
く
、
2
0
1
5
／
1
6

年
版
ラ
ン
キ
ン
グ
で
2
0
1

‒

3
0
0

の
順
位
帯
に
位
置
し
て
い
た
４
大
学
の

う
ち
３
大
学
が
、
最
新
ラ
ン
キ
ン
グ
で

1
0
0
位
以
内
に
入
っ
て
き
た
。
対
照

的
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
2
0
1
5
／

1
6
年
の
2
0
1

‒

3
0
0
の
順
位
帯

に
位
置
し
て
い
た
大
学
が
1
0
0
位
以

内
に
入
っ
た
例
は
な
い
。T
H
E
は「
ラ

ン
キ
ン
グ
中
位
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
中

国
の
大
学
の
研
究
の
質
は
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
を
上
回
り
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
、
多
く
の
ア
メ

リ
カ
の
大
学
は
財
政
危
機

に
見
舞
わ
れ
た
一
方
で
、

政
府
か
ら
の
援
助
が
大
き

い
中
国
の
大
学
は
さ
ほ
ど

打
撃
を
受
け
て
い
な
い
。

T
H
E
チ
ー
フ
・
ナ
レ
ッ

ジ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
フ
ィ

ル
・
ベ
イ
テ
ィ
氏
は
「
学

生
と
教
員
の
国
際
的
流
動

性
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
欧
米
の
大
学
の
資
金
調

達
が
難
し
く
な
れ
ば
、
ア

ジ
ア
の
大
学
は
さ
ら
に
勢

い
づ
く
」
と
の
見
解
を
述

べ
て
い
る
。

　
国
／
地
域
別
の
状
況
に
目
を
移
そ

う
。【
図
表
５
】
は
主
要
国
／
地
域
別

の
ラ
ン
ク
イ
ン
数
を
示
し
た
も
の
。
め

だ
つ
の
は
イ
ン
ド
の
躍
進
だ
。
今
回
、

初
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
全
1
4
1
校
中
、

最
多
の
14
校
を
占
め
、
ラ
ン
ク
イ
ン
数

は
過
去
最
多
の
63
校
と
な
っ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
前

年
か
ら
日
本
は
1
1
0
↓
1
1
6
校
、

中
国
は
81
↓
91
校
、
韓
国
31
↓
35
校

と
ラ
ン
ク
イ
ン
数
が
増
加
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
中
国
は
T
O
P
1
0
0
の
ラ

ン
ク
イ
ン
数
を
前
年
の
３
校
か
ら
６
校

1
0
0
1
+
の
順
位
帯
に

集
中
す
る
日
本
の
大
学

ア
を
86
・
4
↓
97
・
4
に
上
昇
さ
せ
、

世
界
74
位
↓
42
位
に
ま
で
ア
ッ
プ
さ

せ
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
も
ス
コ
ア
を

上
げ
て
、
世
界
88
位
と
T
O
P
1
0
0

に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

　「
国
際
性
」
で
世
界
T
O
P
1
0
0

に
入
っ
た
国
内
大
学
は
今
回
も
現
れ
な

か
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
東
北
大
学
が
ス

コ
ア
を
8
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
げ
て
、
国

内
2
位
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

「
国
際
性
」
は
長
年
、
日
本
の
大
学
の

課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
総
合
で
国
内

５
位
ま
で
に
入
っ
た
大
学
の
過
去
５
か

年
の
推
移
を
見
る
と
、
ど
の
大
学
も
ス

コ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
【
図
表
7
】。

各
大
学
の
国
際
共
同
研
究
の
推
進
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
が
成
果
を

出
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
T
H
E
は
2
0
2
0
年
11
月

に
、
世
界
1
3
2
か
国
の
研
究
者
か
ら

の
評
判
を
基
に
し
た
「
世
界
大
学
評
判

ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
0
」
を
発
表
し
た

（
2
0
0
位
ま
で
公
表
）【
図
表
８
】。

日
本
の
12
機
関
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
私

立
大
学
も
２
校
が
名
を
連

ね
て
い
る
。
こ
の
調
査
は

次
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
反
映

さ
れ
る
予
定
だ
。

　
大
学
の
総
合
的
な
評
判

を
高
め
る
の
は
容
易
で
は

な
い
が
、
ま
ず
自
学
が
強

み
を
持
つ
学
問
分
野
で
国

際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高

め
て
い
く
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
た
だ

し
、自
学
が
強
み
だ
と
考
え
る
研
究
が
、

世
界
的
な
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
な
い
場
合

も
あ
る
。
自
学
の
研
究
を
一
度
棚
卸
し

し
、
強
み
を
持
つ
研
究
分
野
を
世
界
的

な
ニ
ー
ズ
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
う
え
で

戦
略
を
練
る
べ
き
だ
ろ
う
。
次
ペ
ー
ジ

に
は
学
術
分
野
別
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

で
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
大
学
を
一

覧
に
ま
と
め
た
。
日
本
は
特
に「
医
学
・

健
康
学
」
で
強
み
を
発
揮
し
、

6
0
0
位
ま
で
だ
と
26
校
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
。「
工
学
」
で
も
1
0
0
位
以

内
に
４
校
が
入
る
な
ど
存
在
感
を
示
し

て
い
る
。中
規
模
私
立
大
学
な
が
ら「
物

理
科
学
」
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
工
学

院
大
学
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
な

お
、
今
回
は
「
法
学
」
分
野
で
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
日
本
の
大
学
は
な
か
っ

た
。法
学
系
統
で
の
奮
起
が
望
ま
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の
努
力
が
一

朝
一
夕
に
ス
コ
ア
に
反
映
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
、

戦
略
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

　
た
だ
し
、
順
位
（
帯
）
が
上
が
っ
た

の
は
こ
の
２
校
の
み
で
、
23
校
も
の
大

学
が
前
年
か
ら
順
位
（
帯
）
を
落
と
し
、

8
0
0
位
以
降
が
多
数
を
占
め
る
「
裾

野
型
」
の
ラ
ン
キ
ン
グ
構
造
が
さ
ら
に

進
ん
だ
形
と
な
っ
た
。
な
お
、
今
回
初

ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
は
、
獨
協
医
科
大

学
、
金
沢
医
科
大
学
、
高
知
工
科
大
学
、

京
都
産
業
大
学
、
大
阪
工
業
大
学
、
龍

谷
大
学
の
６
校
だ
っ
た
。

　
次
に
分
野
別
の
結
果
を
見
て
い
く
。

　「
教
育
」「
研
究
」
は
上

位
に
め
だ
っ
た
変
化
は
な

い
が
、東
北
大
学
が「
研
究
」

の
ス
コ
ア
を
６
・
６
上
げ

て
、
世
界
98
位
か
ら
75
位

に
上
げ
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
だ
ろ
う
。

　「
被
引
用
論
文
」
で
は
、

産
業
医
科
大
学
が
ス
コ
ア

を
1
0
0
と
し
て
、
こ
の

分
野
の
世
界
第
１
位
タ
イ

に
。
日
本
医
科
大
学
は
ス

コ
ア
を
11
・
7
ア
ッ
プ
さ

せ
、
国
内
順
位
を
前
年
10

位
か
ら
６
位
に
上
げ
た
。

　「
産
業
界
か
ら
の
収
入
」

で
は
、
東
北
大
学
が
ス
コ

　
今
回
、日
本
の
大
学
は
1
1
6
校（
国

立
57
、
公
立
12
、
私
立
47
）
が
ラ
ン

ク
イ
ン
。
総
合
順
位
で
は
東
京
大
学
が

国
内
で
ト
ッ
プ
の
36
位
タ
イ
。
２
位
の

京
都
大
学
は
前
年
か
ら
11
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
さ
せ
て
54
位
タ
イ
と
し
、
３
位
の
東

北
大
学
も
前
年
か
ら
順
位
帯
を
ア
ッ
プ

さ
せ
2
0
1

‒

2
5
0
に
入
っ
た
。

課
題
だ
っ
た
「
国
際
性
」に

ス
コ
ア
上
昇
の
兆
し
が

日
本
の
大
学
の
結
果
分
析

【図表8】THE世界大学評判
ランキング2020結果

【図表7】日本の総合順位TOP５に入った大学の
「国際性」スコア推移

機関名順位（）内は前回

【図表6】TOP200内の国／地域別校数とトップ校

【図表5】主要国／地域別の各順位帯別ランクイン数

アメリカ
イギリス
ドイツ
オーストラリア
オランダ
カナダ
スイス
中国
韓国
香港
スウェーデン
フランス
ベルギー
デンマーク
イタリア
スペイン
シンガポール
日本
フィンランド
南アフリカ
台湾
ノルウェー
ニュージーランド
アイルランド
オーストリア
ロシア
イスラエル

59（60）
29（28）
21（23）
12（11）
11（11）

8（7）
7（7）
7（7）
7（6）
5（5）
5（5）
5（5）
4（4）
3（3）
3（3）
3（2）
2（2）
2（2）
1（2）
1（2）
1（1）
1（1）
1（1）
1（1）
1（1）
1（1）
1（1）

国／地域内で最高順位の教育機関とその順位

スタンフォード大学
オックスフォード大学
ルートヴィヒ・マクシミリアン大学ミュンヘン
メルボルン大学
ヴァーヘニンゲン大学
トロント大学
スイス連邦工科大学チューリッヒ校
清華大学
ソウル大学
香港大学
カロリンスカ研究所
PSL研究大学パリ
ルーヴェン・カトリック大学
コペンハーゲン大学
ボローニャ大学
ポンペウ・ファブラ大学
シンガポール国立大学
東京大学
ヘルシンキ大学
ケープタウン大学
国立台湾大学
オスロ大学
オークランド大学
トリニティカレッジダブリン
ウィーン大学
M.V.ロモノーソフモスクワ国立総合大学
テルアビブ大学

国／地域 校数（ ）内は前回

2位
1位

32位
△31位
▼62位

18位
▼14位
△20位
△60位
▼39位
△36位
▼46位
▼45位
△84位

▼167位
▼152位

25位
36位

▼98位
▼155位
△97位

△127位
△147位
△155位
▼164位
△174位
▼191位

※「△」：前回よりアップ／「▼」：前回よりダウン（いずれも前回のトップ大学の順位との比較）

   1～100

101～200

201～300

301～400

401～500

501～600

601～800

801～1000

1001+
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6
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0
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30
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5
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7
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0

0

2
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1

9
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   2

5

1

2

0

1

5

6
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   5

3

6

2

2

3

5

3

1

30

   6

6

10

5

1

4

2

3

0

37

   3

2

0

1

0

0

0

0

0

6

2

0

0

0

0

0

0

0

0
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順位 アメリカ 日本 イギリス 中国 インド ドイツ フランス 台湾 韓国 カナダオーストラリア 香港 シンガポール

（校）

   2

0

1

4

3

3

7

13

83

116

   37

22

22

18

19

11

26

18

8

181



総合順位（全ランクイン大学）
世界順位
2021

国内順位
2021

世界順位
2020

アジア順位
2020教育機関

=36
65

251‒300
251‒300
301‒350
351‒400
301‒350
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
601‒800
601‒800
501‒600
601‒800
601‒800
601‒800
501‒600

801‒1000
601‒800

801‒1000
801‒1000
601‒800
601‒800

801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
601‒800
601‒800

801‒1000
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

-
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

801‒1000
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

801‒1000
-

1001+
1001+

　東京大学
△京都大学
△東北大学
▼東京工業大学
▼名古屋大学
　産業医科大学
▼大阪大学
　九州大学
　東京医科歯科大学
　筑波大学
▼藤田医科大学
▼北海道大学
▼帝京大学
　会津大学
　東京慈恵会医科大学
▼関西医科大学
　慶應義塾大学
　神戸大学
　日本医科大学
▼横浜市立大学
　千葉大学
▼広島大学
　兵庫医科大学
　順天堂大学
▼近畿大学
▼久留米大学
　京都府立医科大学
　新潟大学
　岡山大学
　立教大学
　東京医科大学
▼東京都立大学
▼早稲田大学
▼愛知医科大学
　秋田大学
　青山学院大学
　千葉工業大学
　中部大学
　中央大学
◎獨協医科大学
　同志社大学
　愛媛大学
　電気通信大学
　福井大学
　岐阜大学
　群馬大学
▼浜松医科大学
　法政大学
　兵庫県立大学
　茨城大学
　岩手大学
　香川大学
　鹿児島大学
　神奈川大学
▼金沢大学
◎金沢医科大学
　関西大学
　北里大学
　

7
12
30
42
41
57

=55
71
62

=93
82
96

=93
=190
=187
128
164

=175
=182

95
=198
=177
=198

201‒250
=172
=192

201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
251‒300

=146
201‒250
251‒300

401+
401+
401+
401+

301‒350
-

401+
301‒350
351‒400

401+
351‒400
301‒350
251‒300
351‒400

401+
401+
401+

301‒350
351‒400

401+
251‒300

-
401+

351‒400

日本版順位
2020

=3
2
1

=3
7

151-200
8
5

=29
9

151-200
6

131-140
24

121-130
151-200

14
15

131-140
=36
23
12

121-130
93

=75
151-200
111-120

=53
28

=47
-

42
13

131-140
=47
=72

141-150
151-200

60
-

=45
61
41
58

=75
78

101-110
68

111-120
88

=91
98

=81
151-200

=18
-

=72
101-110

インパクトランキング
順位2020

=77
101‒200

97
-

201‒300
-

401‒600
-
-

101‒200
-

76
-
-
-
-

301‒400
-
-

401‒600
301‒400
101‒200

-
-
-
-
-

401‒600
201‒300

-
-

601+
101‒200

-
-
-

601+
-

401‒600
-
-
-
-
-
-

601+
-
-
-
-
-

401‒600
-

601+
301‒400

-
601+

-

1
2
3
4
=5
〃
〃
＝８
〃
〃

=11
〃
〃

=14
〃
〃
〃
〃
〃
〃

=21
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

=34
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

=36
=54

201‒250
301‒350
351‒400

〃
〃

401‒500
〃
〃

501‒600
〃
〃

601‒800
〃
〃
〃
〃
〃
〃

801‒1000
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1001+
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

世界順位
2021

国内順位
2021

世界順位
2020

アジア順位
2020教育機関

1001+
-

1001+
801‒1000

1001+
-

1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

801‒1000
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

801‒1000
-

1001+
1001+
1001+

-
1001+
1001+
1001+
1001+

801‒1000
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

801‒1000
1001+
1001+
1001+
1001+

801‒1000
1001+
1001+
1001+

801‒1000
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

　高知大学
◎高知工科大学
　工学院大学
▼熊本大学
　関西学院大学
◎京都産業大学
　京都工芸繊維大学
　九州工業大学
　明治大学
　名城大学
　三重大学
　宮崎大学
▼室蘭工業大学
　長岡技術科学大学
　長崎大学
　名古屋市立大学
　名古屋工業大学
　奈良県立医科大学
　お茶の水女子大学
　大分大学
▼大阪市立大学
◎大阪工業大学
　大阪医科大学
　大阪府立大学
　立命館大学
◎龍谷大学
　琉球大学
　佐賀大学
　埼玉大学
　埼玉医科大学
▼札幌医科大学
　芝浦工業大学
　滋賀医科大学
　島根大学
　信州大学
　静岡大学
　静岡県立大学
　昭和大学
　上智大学
▼聖マリアンナ医科大学
　東邦大学
　東海大学
　徳島大学
　東京農業大学
▼東京農工大学
　東京都市大学
　東京電機大学
　東京海洋大学
▼東京理科大学
　鳥取大学
　富山大学
　東洋大学
　豊橋技術科学大学
　宇都宮大学
　山形大学
　山口大学
　山梨大学
　横浜国立大学
　

351‒400
-

401+
251‒300

401+
-

351‒400
251‒300

401+
401+

351‒400
351‒400
251‒300
351‒400
301‒350
251‒300
351‒400
351‒400
351‒400
351‒400
251‒300

-
401+

301‒350
351‒400

-
351‒400
351‒400
301‒350
301‒350
201‒250

401+
301‒350

401+
301‒350
351‒400

401+
301‒350
351‒400
251‒300
301‒350
351‒400
251‒300

401+
251‒300

401+
401+

351‒400
251‒300

401+
301‒350

401+
301‒350

401+
351‒400
351‒400
301‒350
301‒350

日本版順位
2020

89
=72

121-130
27

=45
101-110

26
38

=53
141-150

94
111-120
131-140

17
43

=91
56

121-130
25

151-200
=49

151-200
131-140

57
33

=100
111-120

80
83

-
99
35

101-110
=81
52
84
87

151-200
20

151-200
151-200
141-150

69
101-110

=18
141-150
151-200

=29
39
59
79
64
32

=70
=65
=65

121-130
31

-
-

601+
601+

401‒600
601+

-
-
-
-

401‒600
-
-
-
-

201‒300
-
-
-
-

401‒600
-
-
-

101‒200
-

401‒600
-
-
-
-

601+
-

401‒600
201‒300

-
-
-

401‒600
-
-

301‒400
401‒600

601+
-

401‒600
-
-

301‒400
401‒600

-
401‒600

-
401‒600

-
201‒300

-
301‒400

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1001+
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

教育機関 総合スコア順位

=47
101‒125
201‒250
251‒300

59.7
41.6‒46.7
30.5‒33.3

27.3‒30.4 

芸術・人文科学 

東京大学
京都大学
名古屋大学
早稲田大学

教育機関 総合スコア順位

33
=75

201‒250
501‒600
501‒600
501‒600

69.1
56.7

38.2‒41.5
22.5‒27.1
22.5‒27.1
22.5‒27.1

経営・経済学

東京大学
京都大学
大阪大学
慶應義塾大学
神戸大学
早稲田大学

教育機関 総合スコア順位

23
27
79

101‒125
101‒125
151‒175
201‒250
201‒250
251‒300
301‒400
301‒400
301‒400
301‒400
301‒400
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
501‒600
501‒600
501‒600
501‒600
501‒600

72.6
71.7
53.8

48.1‒50.7
48.1‒50.7
44.1‒45.6
40.3‒42.4
40.3‒42.4
38.1‒40.2
33.5‒38.0
33.5‒38.0
33.5‒38.0
33.5‒38.0
33.5‒38.0
30.5‒33.4
30.5‒33.4
30.5‒33.4
30.5‒33.4
30.5‒33.4
30.5‒33.4
30.5‒33.4
27.8‒30.4
27.8‒30.4
27.8‒30.4
27.8‒30.4
27.8‒30.4

京都大学
東京大学
東京医科歯科大学
大阪大学
東北大学
産業医科大学
慶應義塾大学
筑波大学
九州大学
北海道大学
近畿大学
名古屋大学
帝京大学
東京医科大学
千葉大学
藤田医科大学
広島大学
神戸大学
長崎大学
新潟大学
岡山大学
東京慈恵会医科大学
順天堂大学
関西医科大学
日本医科大学
横浜市立大学

教育機関 総合スコア順位

41
=71
=96

176‒200
201‒250
251‒300
251‒300
251‒300
301‒400
401‒500
501‒600
501‒600

71.7
59.4
53.9

43.5‒45.4
40.1‒43.2
37.9‒40.0
37.9‒40.0
37.9‒40.0
33.9‒37.8
29.8‒33.8
25.7‒29.7
25.7‒29.7

コンピュータ科学

東京大学
京都大学
東京工業大学
東北大学
大阪大学
会津大学
名古屋大学
早稲田大学
九州大学
慶應義塾大学
北海道大学
筑波大学

教育機関 総合スコア順位

29
59

126‒150
151‒175
176‒200
251‒300
401‒500
401‒500
401‒500
401‒500
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800

76.3
66.8

54.1‒56.0
51.7‒54.0
50.1‒51.6
44.0‒47.0
35.7‒40.1
35.7‒40.1
35.7‒40.1
35.7‒40.1
23.1‒31.6
23.1‒31.6
23.1‒31.6
23.1‒31.6
23.1‒31.6
23.1‒31.6

物理科学

東京大学
京都大学
東北大学
名古屋大学
東京工業大学
大阪大学
北海道大学
九州大学
立教大学
筑波大学
広島大学
慶應義塾大学
神戸大学
工学院大学
信州大学
早稲田大学

教育機関 総合スコア順位

=81
126‒150
301‒400
301‒400
401‒500
401‒500
401‒500

501+
501+

54.0
45.9‒47.3
29.7‒34.9
29.7‒34.9
21.7‒29.6
21.7‒29.6
21.7‒29.6
12.7‒21.5
12.7‒21.5

心理学

東京大学
京都大学
名古屋大学
早稲田大学
九州大学
大阪大学
筑波大学
広島大学
神戸大学

教育機関 総合スコア順位

48
=90

251‒300
251‒300
251‒300
301‒400
301‒400
301‒400
401‒500
401‒500

601+
601+

65.0
54.5

35.3‒37.8
35.3‒37.8
35.3‒37.8
31.3‒35.1
31.3‒35.1
31.3‒35.1
27.1‒31.2
27.1‒31.2
10.4‒23.4
10.4‒23.4

社会科学

東京大学
京都大学
九州大学
大阪大学
筑波大学
慶應義塾大学
名古屋大学
東京工業大学
北海道大学
早稲田大学
神戸大学
立命館大学

教育機関 総合スコア順位

60.2
51.9

31.9‒34.4
26.3‒31.8
26.3‒31.8
26.3‒31.8
19.4‒26.2

東京大学
京都大学
名古屋大学
広島大学
筑波大学
早稲田大学
神戸大学

教育学

56
85

251‒300
301‒400
301‒400
301‒400
401‒500

教育機関 総合スコア順位

75.4
65.7
60.8
60.3

45.0‒46.1
45.0‒46.1
41.7‒44.9
39.2‒41.6
35.1‒39.1
35.1‒39.1
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3
20.4‒28.3

東京大学
京都大学
東京工業大学
東北大学
名古屋大学
大阪大学
九州大学
北海道大学
筑波大学
早稲田大学
広島大学
法政大学
香川大学
慶應義塾大学
九州工業大学
室蘭工業大学
信州大学
東京農工大学
東京医科歯科大学
東京理科大学

工学

32
56

=71
=75

176‒200
176‒200
201‒250
251‒300
301‒400
301‒400
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800

教育機関 総合スコア順位

73.1
72.4
59.4

53.1‒56.0
49.1‒51.3
49.1‒51.3
46.4‒49.0
46.4‒49.0
43.4‒46.3
43.4‒46.3
43.4‒46.3
37.7‒43.3
31.8‒37.6
26.4‒31.7
26.4‒31.7
26.4‒31.7
26.4‒31.7
26.4‒31.7
26.4‒31.7
26.4‒31.7

京都大学
東京大学
大阪大学
北海道大学
名古屋大学
東北大学
慶應義塾大学
東京工業大学
九州大学
東京都立大学
筑波大学
東京医科歯科大学
横浜市立大学
千葉大学
広島大学
神戸大学
熊本大学
岡山大学
埼玉大学
東京農工大学

生命科学

38
=40
=89

126‒150
176‒200
176‒200
201‒250
201‒250
251‒300
251‒300
251‒300
301‒400
401‒500
501‒600
501‒600
501‒600
501‒600
501‒600
501‒600
501‒600

特集  withコロナのグローバル戦略

2021 1-221 2021 1-2 20

国立 公立 私立

教育機関 スコア

東京大学
京都大学
東北大学
東京工業大学
大阪大学
名古屋大学
九州大学
北海道大学
筑波大学
東京医科歯科大学
慶應義塾大学
早稲田大学
東京農工大学
東京理科大学
広島大学
神戸大学
電気通信大学
岡山大学
名古屋工業大学
千葉大学
徳島大学
金沢大学
豊橋技術科学大学
横浜国立大学
大阪府立大学
名古屋市立大学
京都工芸繊維大学
熊本大学
長岡技術科学大学
芝浦工業大学
長崎大学
信州大学
高知工科大学
東京都立大学
浜松医科大学
大阪市立大学
東京海洋大学
静岡大学
順天堂大学
東邦大学
京都府立医科大学
富山大学
兵庫医科大学
愛媛大学
埼玉大学
九州工業大学
会津大学
佐賀大学
お茶の水女子大学
立命館大学

研究 国内TOP50

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
=20
〃
22
23
24
25
26
27
28
=29
〃

=31
〃
33
=34
〃
36
37
38
=39
〃
41
42
=43
〃
45
46
47
48
=49
〃

世界
順位

国内
順位

16
32
75

103
119
142
195
198

201-250
401-500

〃
501-600

〃
〃
〃
〃

601-800
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

801-1000
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1001+
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

90.7 
79.9 
61.0 
54.2 
50.6 
47.8 
42.3 
41.5 
39.0 
26.6 
25.2 
24.2 
24.1 
23.6 
23.5 
23.4 
19.9 
19.8 
19.1 
18.5 
18.5 
18.2 
17.6 
16.9 
16.5 
15.5 
15.0 
14.9 
14.8 
14.8 
14.7 
14.7 
14.6 
14.5 
14.5 
14.4 
14.1 
14.0 
13.9 
13.9 
13.8 
13.6 
13.1 
13.1 
13.0 
12.9 
12.8 
12.7 
12.6 
12.6 

教育機関 スコア

東京大学
京都大学
東北大学
大阪大学
東京工業大学
名古屋大学
東京医科歯科大学
九州大学
北海道大学
筑波大学
順天堂大学
慶應義塾大学
神戸大学
早稲田大学
昭和大学
京都府立医科大学
広島大学
東京医科大学
札幌医科大学
兵庫医科大学
岡山大学
大阪医科大学
浜松医科大学
東京慈恵会医科大学
関西医科大学
横浜市立大学
東京農工大学
金沢大学
産業医科大学
聖マリアンナ医科大学
滋賀医科大学
奈良県立医科大学
千葉大学
日本医科大学
長崎大学
愛知医科大学
熊本大学
大阪市立大学
藤田医科大学
群馬大学
名古屋市立大学
山梨大学
東京都立大学
北里大学
高知工科大学
獨協医科大学
金沢医科大学
新潟大学
お茶の水女子大学
中央大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
=12
〃
14
15
16
17
=18
〃
20
=21
〃
23
24
=25
〃
27
28
=29
〃
31
32
33
34
35
=36
〃
38
=39
〃

=41
〃

=43
〃
〃

=46
〃

=48
〃
50

世界
順位

国内
順位

11
24
66
97
99

119
=136
=147
=150
=164

351-400
〃
〃

401-500
〃
〃
〃

501-600
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

601-800
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

87.9 
77.9 
57.7 
52.0 
51.8 
47.7 
46.1 
45.3 
45.0 
43.5 
33.6 
32.1 
32.1 
30.8 
30.4 
30.1 
29.4 
28.9 
28.9 
28.8 
27.8 
27.8 
27.7 
27.6 
27.5 
27.5 
27.2 
27.1 
27.0 
27.0 
26.8 
26.7 
26.3 
26.2 
26.1 
25.9 
25.9 
25.6 
24.8 
24.8 
24.5 
24.5 
24.4 
24.4 
24.4 
24.3 
24.3 
23.9 
23.9 
23.7 

教育機関 スコア

会津大学
東北大学
立教大学
筑波大学
上智大学
北海道大学
東京工業大学
九州大学
早稲田大学
東京大学
大阪大学
京都産業大学
京都大学
広島大学
立命館大学
名古屋大学
関西学院大学
長岡技術科学大学
慶應義塾大学
東京海洋大学
埼玉大学
東洋大学
神戸大学
室蘭工業大学
高知工科大学
九州工業大学
芝浦工業大学
熊本大学
香川大学
長崎大学
岡山大学
静岡大学
電気通信大学
青山学院大学
中部大学
愛媛大学
琉球大学
豊橋技術科学大学
神奈川大学
富山大学
東京医科歯科大学
東京農工大学
横浜国立大学
法政大学
同志社大学
東京都立大学
名城大学
山口大学
明治大学
千葉大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

＝19
〃

＝21
〃
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

＝35
〃
〃
〃

＝39
〃

＝41
〃
〃
44
45
46

＝47
〃
49
50

世界
順位

国内
順位

251-300
601-800

〃
〃
〃
〃
〃
〃

801-1000
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1001+
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

70.6 
46.7 
46.4 
44.6 
43.5 
41.9 
41.1 
40.7 
40.3 
40.1 
38.6 
38.0 
37.8 
37.0 
36.8 
34.9 
33.7 
33.6 
33.4 
33.4 
32.9 
32.9 
32.3 
32.1 
31.7 
31.5 
31.2 
30.9 
30.8 
30.6 
30.3 
30.0 
29.7 
29.4 
29.2 
29.2 
29.2 
29.2 
28.3 
28.3 
28.2 
28.2 
28.2 
28.1 
27.7 
27.6 
27.3 
27.3 
27.2 
26.7 

教育機関 スコア

東北大学
名古屋大学
東京大学
九州大学
京都大学
東京工業大学
東京医科歯科大学
北海道大学
大阪大学
徳島大学
岡山大学
広島大学
豊橋技術科学大学
九州工業大学
横浜国立大学
山形大学
佐賀大学
名古屋工業大学
東京海洋大学
東京農工大学
順天堂大学
筑波大学
富山大学
千葉大学
名古屋市立大学
滋賀医科大学
熊本大学
京都府立医科大学
長岡技術科学大学
慶應義塾大学
東京都市大学
愛媛大学
札幌医科大学
兵庫県立大学
三重大学
奈良県立医科大学
大阪府立大学
山口大学
北里大学
鹿児島大学
高知工科大学
大阪市立大学
信州大学
琉球大学
東京理科大学
京都工芸繊維大学
東邦大学
工学院大学
長崎大学
千葉工業大学
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教育機関 スコア

産業医科大学
帝京大学
藤田医科大学
関西医科大学
横浜市立大学
日本医科大学
京都大学
久留米大学
会津大学
東京慈恵会医科大学
東京大学
近畿大学
東京医科歯科大学
東京都立大学
立教大学
兵庫医科大学
新潟大学
東京医科大学
京都府立医科大学
室蘭工業大学
名古屋大学
慶應義塾大学
東北大学
聖マリアンナ医科大学
滋賀医科大学
愛知医科大学
神戸大学
筑波大学
東京工業大学
大阪大学
九州大学
広島大学
順天堂大学
千葉大学
東邦大学
埼玉医科大学
信州大学
関西学院大学
北海道大学
岡山大学
浜松医科大学
金沢医科大学
大阪市立大学
札幌医科大学
奈良県立医科大学
大分大学
法政大学
富山大学
香川大学
熊本大学
早稲田大学
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教育 国内TOP50産業界　収入 国内TOP50 被引用論文 国内TOP50国際性 国内TOP50 から
の

世界ランキング2021 日本の大学の結果一覧

学術分野別ランキング
2021結果

医学・健康学

インパクトランキング
順位2020

＊「＝」：同順位の大学あり／「－」：ランク外／世界の総合順位についてのみ「△」：前回よりアップ「▼」：前回よりダウン／「◎」：初ランクイン
＊同ランクでの掲載順は原則大学名の英語表記のアルファベット順による  ＊各分野の「世界順位」は、各分野内での順位を示す

501-600位までを掲載501-600位までを掲載

601-800位までを掲載501-600位までを掲載

601-800位までを掲載

＊法学ではランクインなし
＊論文検証対象は過去５年間での該当分野の論文数、該当分野の在籍する教員の割合や人数（FTEベース）を基に評価。
  論文数や教員の割合、人数の条件は分野により異なる



　
今
後
の
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
の
動
向
と
し
て
最
も
注
目
す
べ
き

は
、
指
標
の
変
更
だ
ろ
う
。
現
時
点
で

「
被
引
用
論
文
」
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
指
標
は
F
W
C
I
（
P・
25
参
照
）

だ
が
、
今
後
は
「
被
引
用
論
文
」
を
構

成
す
る
指
標
が
３
つ
程
度
に
増
え
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
角
的
に
論
文

の
有
効
性
が
測
れ
る
よ
う
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
。
指
標
の
変
更
に
関
す
る
情

報
が
発
表
さ
れ
る
の
は
2
0
2
1
年
９

月
の
予
定
。
新
た
な
指
標
が
反
映
さ
れ

た
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
る
の
は

2
0
2
2
年
に
な
る
見
込
み
だ
。

　
ま
た
、
T
H
E
は
2
0
2
0
年
7
月

に
、「T

H
E

 C
h

in
a

 S
u

b
je

c
t 

R
atings

」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は

中
国
教
育
省
が
設
定
す
る
学
術
分
野
分

類
（
89
学
術
分
野
）
に
基
づ
い
て
世
界

の
大
学
を
格
付
け
し
、
中
国
の
大
学
と

比
較
し
た
も
の
。
T
H
E
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
2
0
2
0
の
デ
ー
タ
を
用

い
、
11
の
指
標
で
各
大
学
の
各
学
術
分

新
た
な
指
標
の
導
入
、

格
付
け
、学
生
パ
ネ
ル
も 

知
っ
て
お
き
た
い

T
H
E
ラ
ン
キ
ン
グ
の
新
た
な
動
き

　折からのコロナ禍によるコミュニケーションのオン
ライン化で、国際的な学術連携が活性化していま
す。協定を結ぶか結ばないか判断する際には、国際
的な評価の裏付けとして世界ランキングを利用する
大学があるようです。また、海外留学希望者への奨
学金支給の条件にランキング上位校への留学を課
す国もあり、留学生獲得にもランキングは影響しま
す。このように、ランキングの活用は、国際戦略の重
要項目だと言っても差し支えないでしょう。
　国際的な競争が激化する中で、ランキングにおけ
る日本の大学の最大の課題は、指標の33%を占め
るレピュテーションです。世界的な評判を高めるため
には、全学を挙げての改革やブランディングが必須で
すが、縦割り組織の中それがかなわず、各部局の努
力がブランディングにつながらない大学が多いようで
す。しかし、今回ランキングで順位帯を上げた東北大
学のように、全学一体で戦略的国際化を進める大学
もあります。ブランディングは大学の総合力を示すも
のであるため、各部局を巻き込んだワーキンググルー
プをつくって取り組むなど、組織体制が重要です。
　さて、ランキングの本来の目的は順位を上げること
ではなく、「改革を促進するための客観データとして
活用すること」、そして「第三者評価の一つとして、自
学のブランディングにつなげること」です。その有用

性に気づき、最近は龍谷大学のように、中長期計画
の指標としてランキングを使う大学が増えてきていま
す。これは、さまざまな大学の教育、研究、評判の
データが含まれるランキングデータが、ベンチマーキ
ングに使いやすいことに理由があります。ベンチマー
ク校と比べての強み弱みを把握し、強みを伸ばす戦
略をとるのか、それとも弱みを補強する戦略にするの
かといった、限られたリソースを最大限に生かすため
の意思決定がしやすいのです。

　ランキングを大学改革に活用する際、下図のような
ランキングマネジメントサイクルが有効な手だてとなりま
す。これは、ランキングエントリーを起点に「結果分析」
→「戦略立案」→「実行」→「総括」といったPDCAサ
イクルを回していくというもの。そのポイントを紹介しま
す。
　まず、エントリー時に重要なのは「共通の目標を立
てる」こと。どのランキングで、どのあたりの順位やス
コアを何年かけてめざすのか。これが改革の土台に
なります。次に結果分析です。研究や教育の強み、
課題をベンチマーキングによって把握し、それを基に
戦略を立てます。そして、実行、総括を行い、また目標
との差を確認し、次の計画行動に生かします。ランキ
ングマネジメントの利点は、「限られたリソースの中
で、大学の強みを最大限生かし、改革を実行してい
けること」にあります。その意味で、大学経営におけ
る意思決定には欠かせない手段と言えるでしょう。
　日本が世界の中で存在感を高めるためには、国
内の大学が協力することも有益ではないでしょうか。
そこで私たちは、各大学の取り組みを共有し、知見を
持ち帰って自学の戦略に生かす情報交換の場とし
て、「ランキングマネジメント研究会」を設立しました。
現在、９大学が参加しており、今後はSDGｓへの貢
献度を測るインパクトランキングマネジメント研究会
の開催も検討しています。ご期待ください。

限られたリソースをどう生かし、
改革につなげるか国際的な競争が激化する中

ブランディングにどう取り組むか

大
学
経
営
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る

ラ
ン
キ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

ランキングマネジメントサイクル

・順位、スコアの分析
 （他大学との比較）
・目標到達度の確認
・強みと弱みの把握

・組織的な戦略の策定
・役割分担  ・決裁機関への諮問

・実施施策の振り返り
・振り返り内容の共有
・次回の目標設定

・予算の獲得
・内部改善施策の実行
・ブランディング施策の実行

・目標設定  ・ランキング指標の理解
・学内への浸透を図る

戦略立案実 行

結果分析総 括

エントリー

野
を
A+
〜
C-
の
9
段
階
で
格
付
け
し
て

い
る
。
全
世
界
の
1
3
5
5
大
学
が
対

象
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
大
学
も
88

大
学
が
格
付
け
さ
れ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
T
H
E
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
定
期
的
な
「
学
生
パ
ネ
ル
」
を
実
施

し
、
学
生
の
声
を
集
め
よ
う
と
す
る
動

き
も
あ
る
。
日
本
で
も
文
部
科
学
省
が

全
国
学
生
調
査
を
試
行
実
施
し
た
が
、

世
界
的
に
「
最
大
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
で
あ
る
学
生
の
声
に
も
っ
と
耳
を

傾
け
よ
う
」
と
い
う
流
れ
が
で
き
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
ほ
か
、
日
本
の
大
学
が
注
目
し

た
い
の
は「
T
H
E
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア
」

だ
。
こ
れ
は
、
従
来
の
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
と
は
異
な
り
、
大
学
の
卓
越
し
た
改

革
の
取
り
組
み
内
容
に
賞
を
与
え
る
も

の
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」「
国
際
戦
略
」「
教
育・学
習
戦
略
」

な
ど
10
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
表
彰
す
る
。
10
の
う

ち
8
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
自
薦
で
エ
ン
ト

リ
ー
で
き
る
。
改
革
の
内
容
が
優
れ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
的
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
が
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
最

終
選
考
に
残
る
だ
け
で
も
海
外
に
向
け

て
の
よ
い
ア
ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
の

で
、
自
学
の
実
績
や
特
色
に
強
み
を
持

つ
大
学
は
参
加
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

加
え
て
、
昨
年
９
月
に
始
ま
っ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
の
好
事
例
を
共
有
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
T
H
E  

C
a
m

p
u
s
」
も
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　
世
界
の
社
会
状
況
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
海
外
の
高
等
教
育
の
動
き
を
把

握
し
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

く
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
T
H
E
の
イ
ベ
ン
ト
も
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
が
増
え
、
日
本
に
い
な
が

ら
に
し
て
世
界
の
ト
レ
ン
ド
を
知
り
、

国
内
外
の
大
学
か
ら
改
革
の
ヒ
ン
ト
や

ア
イ
デ
ア
を
収
集
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
チ
ャ
ッ
ト
機
能
も
設
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
海
外
の
高
等
教
育

関
係
者
と
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
や
す
い
。

　
さ
ら
に
本
年
６
月
に
は
藤
田
医
科
大

学
が
ホ
ス
ト
と
な
る
「
T
H
E
ア
ジ
ア

大
学
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
予
定
だ
。
高

等
教
育
の
世
界
的
な
潮
流
を
知
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
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最終選考に残った日本の大学

＊カテゴリーはそのほかに、「芸術の振興」「データポイントメリットアワード」「リーダーシップとマネジメント」など全１０カテゴリー。  
※データを基に自薦でなくTHEと審査員が選考

取材・文／本間学

2020年のTHEアワードアジアでは、250の大学が応募し、日本の大学は６校（７
カテゴリー）が最終選考に残った。その中で沖縄科学技術大学院大学（OIST）
は「学生募集活動」のカテゴリで大賞を受賞している。

藤田医科大学　

東京大学　

東京理科大学

梅光学院大学

日本の大学６校が最終選考に残った
THEアワードアジア2020

地域・社会に
対するインパクト※

カテゴリー 最終選考に残った日本の大学 大賞受賞大学

東京理科大学、
沖縄科学技術大学院大学（OIST）

アン・ナジャ国立大学
（パレスチナ）

沖縄科学技術大学院大学
（OIST）

成均館大学校（韓国）

清華大学（中国）

KIIT（インド）

Katalyst、プネ工科大学、
ビールマタジジャバイ工科大学（インド）

南方科技大学（中国）

学生募集活動

教育・学習戦略

テクノロジーに
よる革新

組織の活性化

国際戦略 昭和女子大学

学生支援 沖縄科学技術大学院大学（OIST）

矢能京香
やのうきょうか●近畿圏の大
学改革支援を経て、国内外の大
学のブランディング支援を行う。

（株）進研アド 
マーケティング戦略部
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【図表1】主要各国（地域）におけるFWCIの推移

【図表3】THE世界大学ランキングは、FWCI（平均の質）の
値と相関～THE世界大学ランキングに基づく、バンドごとの指標平均

【図表4】研究力を高める３つのステップ 

【図表2】FWCI（Field Weighted Citation Impact）の定義

※エルゼビア社 SciValで2020年6月にデータ取得 

※エルゼビア社SciValで2017年7月に取得 

文献P（1）のFWCI

文献集合 
P（1）- P（N）のFWCI

P（1）,P（2）,P（3）．．．P（N）の
FWCIの平均

世界平均

文献P（1）の被引用数

文献P（1）と同じ発表年、分野、文献
タイプの文献集合の平均被引用数
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800+位平均
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37,342

23,862

16,055

13,375

8,684

8,142

8,535

6,328

4,649

11,423

689,933

383,090

240,400

164,401

106,946

83,686

78,884

49,591

27,551

148,814

2.08

1.87

1.79

1.63

1.54

1.40

1.28

1.09

0.82

1.40

1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 20181997 1999 2001 2003 2005 2007 2009 2011 2013 2015 2017 2019

1論文当たりの被引用数を、同じ出版年・同じ分野・
同じドキュメントタイプの論文の世界平均で割った数値

FWCI 「1」

THE世界大学
ランキングのバンド 論文数 被引用数 FWCI

定義

データ分析 戦略の立案 連携して
取り組む

▶自学の研究につい
て、継続的、多角的
にデータを分析して
正確に把握する

▶１に基づき大学と
して限られたリソー
スをどう使って研究
力を上げるかを考え
る

▶学内、国内、国際的
な共同研究の推進と
それを促す評価制度
やデータシェアリング
のしくみを設ける

▶各部門が連携して
研究力強化に取り
組む

1 2 3

ポ
イ
ン
ト

ス
テ
ッ
プ

　
研
究
力
を
測
る
ラ
ン
キ
ン
グ
の
話
に

な
る
と
、「
ラ
ン
キ
ン
グ
の
順
位
は
大

学
の
研
究
力
を
適
切
に
反
映
し
て
い
な

い
」「
日
本
の
研
究
力
は
、昔
は
高
か
っ

た
の
に
…
」「
日
本
は
中
国
に
論
文
量

で
負
け
て
い
る
が
、
質
は
負
け
て
い
な

い
」
と
い
っ
た
声
を
聞
き
ま
す
。
本
当

で
し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
ク
イ
ズ
を
出
し
ま
す
。【
図
表

１
】
は
６
つ
の
国
・
地
域
の
F
W
C
I
、

つ
ま
り
論
文
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
示
す
指

標
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
日
本

は
①
〜
⑥
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

　
正
解
は
赤
の
⑤
で
す
。①
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、②
は
ア
メ
リ
カ
、③
は
E
U
、

④
は
韓
国
、⑥
は
中
国
の
推
移
で
す
。

　
F
W
C
I
は
論
文
の
質
を
測
る
指
標

で
す
。
被
引
用
数
を
同
じ
分
野
・
出
版

年
・
文
献
タ
イ
プ
の
論
文
の
世
界
平
均

で
割
っ
た
数
値
で
、世
界
平
均
は
「
１
」

で
す
【
図
表
２
】。
2
0
1
9
年
現
在

の
日
本
の
平
均
値
は
0
・
96
で
す
が
、

実
は
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
日
本
は

ず
っ
と
平
均
以
下
で
あ
り
、
2
0
1
5

年
に
は
中
国
に
抜
か
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
大
学
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
是
非
を

議
論
す
る
前
に
、
ま
ず
は
先
入
観
を
捨

て
て
、現
実
を
直
視
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
F
W
C
I
と
T
H
E
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
の
順
位
は
相
関
関
係
が
あ

り
ま
す
【
図
表
３
】。
ラ
ン
キ
ン
グ
の

バ
ン
ド
が
高
い
ほ
ど
、
F
W
C
I
の
値

が
高
く
、
同
ラ
ン
キ
ン
グ
１-

50
位
バ

ン
ド
に
入
る
大
学
の
値
は
、
平
均
2
・

08
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
バ
ン
ド
に
位
置

す
る
東
大
の
値
は
1
・
34
で
し
た
。
こ

れ
は
、
東
大
が
F
W
C
I
で
は
な
く
、

「
評
判
」
な
ど
ほ
か
の
ス
コ
ア
が
高
い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
F
W
C
I
と
い
う
指

標
に
は
、
突
出
し
て
被
引
用
数
が
多
い

論
文
が
１
本
あ
る
だ
け
で
一
気
に
数
値

が
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
大
学
全
体
の
研
究
力

を
表
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
や
は

り
疑
問
符
が
付
き
ま
す
。

　
私
は
2
0
1
6
年
よ
り
研
究
力
の
測

り
方
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
き
た
結

果
、「
量
」と「
質
」だ
け
で
な
く
、「
厚
み
」

と
い
う
観
点
も
加
え
る
べ
き
だ
と
考
え

る
に
至
り
ま
し
た
。「
厚
み
」
と
は
、

大
学
の
総
合
的
な
研
究
力
を
測
る
べ

く
、
分
野
別
に
一
定
の
引
用
の
あ
る
論

文
の
数
が
ど
の
程
度
あ
る
か
を
測
定
し

た
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
指
標
も
分

野
ご
と
の
引
用
数
の
差
が
大
き
い
と
い

う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
研
究
力
測
定
の
各
種
問
題
に

つ
い
て
、T
H
E
と
議
論
し
た
と
こ
ろ
、

T
H
E
側
も
F
W
C
I
の
課
題
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
他
の
指
標
も

組
み
合
わ
せ
て
、
ス
コ
ア
を
算
出
す
る

意
向
の
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
研
究

力
を
測
る
た
め
の
完
璧
な
指
標
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
、
日
本
の
大
学

に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
自
学
の
研
究

力
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
そ
の
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
な
し
で

は
課
題
も
わ
か
ら
ず
、
向
上
の
た
め
の

戦
略
を
立
て
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
万

能
な
指
標
は
な
い
こ
と
か
ら
、

F
W
C
I
や
T
O
P
10
％
論
文
割
合
、

「
厚
み
」
な
ど
、
多
様
な
指
標
を
用
い

て
分
析
す
る
こ
と
が
、
研
究
力
の
よ
り

正
確
な
把
握
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　【
図
表
４
】
は
、
研
究
力
の
向
上
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
３
つ
の
ス
テ
ッ

プ
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
ず
最
初

に
や
る
べ
き
は
「
デ
ー
タ
分
析
」
で
す
。

も
し
自
学
が
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
っ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ス
コ
ア
の
基
に

な
っ
た
デ
ー
タ
を
大
い
に
活
用
し
、
精

緻
に
分
析
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

今
年
か
ら
T
H
E
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

各
大
学
の
指
標
ご
と
の
デ
ー
タ
も
開
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
ポ
イ
ン
ト
、Scopus

やSciV
al

な
ど
を
導
入
し
て
い
る
の
な
ら
、
宝
の

持
ち
腐
れ
に
せ
ず
、
自
学
の
研
究
力
の

分
析
に
し
っ
か
り
活
用
す
べ
き
で
し
ょ

う
。

　
次
は
「
戦
略
の
立
案
」
で
す
。
研
究

費
が
潤
沢
と
は
言
え
な
い
日
本
だ
か
ら

こ
そ
、
戦
略
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
の
よ
う
に
、
特

定
分
野
に
優
秀
な
研
究
者
と
資
金
を
集

中
投
下
し
、
一
点
突
破
す
る
こ
と
が
資

金
的
に
難
し
い
日
本
に
お
い
て
は
、「
厚

み
」
に
注
目
し
、
良
質
な
論
文
を
継
続

的
に
出
す
よ
う
な
環
境
を
整
え
総
合
的

に
研
究
力
を
高
め
て
い
く
、
と
い
う
戦

略
も
あ
り
ま
す
。
も
し
厚
み
が
年
々
増

し
て
い
く
分
野
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
投

資
し
、
大
学
の
強
み
と
し
て
育
て
て
い

く
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
継
続
的
か
つ
詳

細
な
デ
ー
タ
分
析
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き

る
施
策
で
す
。

　
最
後
は
、
そ
れ
ら
を
「
連
携
し
て
取

り
組
む
」
こ
と
。
例
え
ば
F
W
C
I
は

国
際
共
同
研
究
の
数
と
相
関
関
係
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
文
部
科
学
省
は
数

年
前
か
ら
高
等
教
育
機
関
の
国
際
連
携

を
促
す
政
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
結
果
、
国
際
連
携
の
協
定
数
は
増
え

ま
し
た
。
が
、
日
本
の
F
W
C
I
は
一

日
本
の
研
究
力
を
め
ぐ
る

３
つ
の
誤
解

コ
ロ
ナ
禍
で
試
さ
れ
る

大
学
の
総
合
力

向
に
上
が
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
協
定

を
担
当
す
る
国
際
部
門
と
研
究
部
門
が

連
携
し
て
お
ら
ず
、
協
定
を
増
や
し
て

も
論
文
の
被
引
用
数
向
上
な
ど
に
結
び

つ
い
て
い
か
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
は

大
学
側
が
反
省
す
べ
き
点
だ
と
思
い
ま

す
。

　
研
究
者
同
士
の
連
携
の
な
さ
も
課
題

で
す
。
も
は
や
自
分
だ
け
で
解
決
で
き

る
問
題
な
ど
な
く
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
は

格
好
の
学
際
的
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

今
こ
そ
隣
の
研
究
室
と
共
同
研
究
を
始

め
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
学
内
、
そ
し
て

国
内
、
海
外
と
、
徐
々
に
連
携
先
を
広

げ
て
研
究
力
を
高
め
て
い
く
。
こ
れ
を

進
め
る
に
は
、
共
同
研
究
を
促
す
評
価

制
度
や
デ
ー
タ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
し
く

み
が
あ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
全
て
を
研
究
者
自
身
で
行
う

の
で
は
な
く
、
U
R
A
の
支
援
が
必
要

で
す
。
こ
の
よ
う
に
大
学
の
研
究
力
向

上
を
阻
ん
で
い
る
の
は
、
実
は
、
縦
割

り
組
織
と
言
え
ま
す
。

　
連
携
と
い
う
点
で
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ

へ
の
対
応
も
然
り
で
す
。
国
際
部
や
総

務
部
に
任
せ
き
り
に
せ
ず
、
各
部
門
で

デ
ー
タ
を
共
有
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
デ
ー

タ
や
ス
コ
ア
を
高
め
る
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
研
究
力
や

ラ
ン
キ
ン
グ
で
試
さ
れ
て
い
る
の
は
、

大
学
の
総
合
力
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
そ
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

こいずみあまね●1997年慶應義塾大学医学部卒業。2002年慶應義塾
大学医学部生理学教室助手。ハーバード大学医学部、マサチューセッツ総
合病院、ハワード・ヒューズ医学研究所の研究員を経て、2007年より自然科
学研究機構生理学研究所准教授。2013年より現職。医師、医学博士。

自然科学研究機構
研究力強化推進本部 特任教授 小泉  周日本の研究力を高めるために、

各大学が今なすべきことは何か？
研究力評価の専門家に聞く。

withコロナ時代の
研究力とランキング

思
い
込
み
、縦
割
り
、戦
略
の
な
さ…

研
究
力
低
下
を
招
く
３
つ
の
要
因
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取材・文／本間学　撮影／荒川潤



特集  withコロナのグローバル戦略

学生数／約40000人　
学部・大学院／人文・社会科学、経営学、
コンピュータ科学、歯学、デザイン・環境学、工学、
総合科学・工学、法学、リベラルアーツ、医学、
音楽、公衆衛生、公共政策、科学
THE世界大学ランキング2021／総合25位
同アジア版2020／総合３位

2021 1-227 2021 1-2 26

取材／編集部　文／児山雄介

　コロナ禍に対する情報発信に大学全体で取り組む
同大学。公衆衛生学部は国際的な研究者、政策立
案者向けに、世界の研究をまとめて定期的にレポー
ト、医学部は市民向けに教育的マンガシリーズを制作
し人気を博している。こうした発信活動を広報部だけ
でなく全構成員が担い、各々がスポークスマンの役を
果たすことにより、国際的な評判を高めている。

一人ひとりの発信活動が
大学の評 判を増幅させる

シンガポール国立大学

危機対応で世界に存在感を示す
全学が一丸となり最新の知見を発信

注目！

学生・卒業生を手厚くケアしつつ、
コロナ禍に正面から立ち向かい、
トップ大学としての社会的意義を果たす。

　「最高の知見と人材ネットワークを備えたグローバル・ハブに
なること」をゴールに掲げた国際戦略「Vision2020＋」では、
４つの目標を掲げています。最高レベルの教育によってグロー
バルリーダーを育成する「Global Power Elite」、世界クラス
の研究成果を出す「Research with Impact」、世界から選
ばれる人材を輩出する「Globally First Choice」、世界から
の評価に構成員が誇りを持つ「Pride in Top」です。
　この達成に向けて、例えば教育においては学際的な学びに
力を入れています。ＡＩ、フィンテック、再生可能エネルギー、ド
ローン、次世代自動車などの専攻を新たに設けました。研究面
では、1996年から経営に参画しているサムスン財団の支援も
得て優秀な人材を積極的に招致。2011年に1000人だった研
究者数は、現在は1500人を数えます。研究活動に対する助成
は惜しみなく行っていますが、次世代を担うポスドクおよび大学
院生・学部生については、生活費もサポートし、研究を奨励して
います。また、共同で高価な研究機器を使う共同研究機器室も
設置しています。

　本学では2003年にＬＭＳを導入していたことから、コロナ禍
を受けたオンライン授業への切り替えはスムーズに進みました。
留学生についても、自国での試験を含む全ての学習活動を、オ
ンライン環境で実施できています。しかし、コロナの流行収束後
も以前の教育環境には戻らないと考えており、新しい教育シス
テムの構築に向けたさらなる検討、投資を続けています。例え

ば 、次 世 代 の 授 業プラットフォームをつくるプロジェクト
「ExCampus」はその一つ。“拡張キャンパス”の名の通り、誰も
がいつでも学習に参加できる環境を生み出すことが目的です。
まず 第１シーズンとして本 学 の 教 員 11 人による講 義を
YouTubeにアップしており、第２シーズンは国内他大学の教
員、2021年初頭の第３シーズンには外国人の教員による講義
の提供を予定しています。
　研究面でも、オンラインを活用して国際的な学会や会議を積
極的に開催しています。2020年６月にはオンライン学会「Post 
COVID-19 world（ポストコロナ社会）」を主催し、多様な国・地
域から社会科学分野の研究者が参加しました。また、「Global 
K-BioX」は、スタンフォード大学による生命科学分野の共同研
究組織「BioX」の韓国支部として2020年に設置したもので、韓
国、アメリカ、そして世界中の科学者の人材・情報交流の場とな
ることをめざしています。スタンフォード大学の研究者、シリコンバ
レーの起業家30人によるビデオセミナーを開催し、ポスドクや大
学院生も含め、多くの研究者が参加しています。
　2021年初頭には、第４次産業革命を支える人材を育成する
次なる戦略、「Vision2030」を発表する予定です。この新たなビ
ジョンにのっとり、ニューノーマルの時代にふさわしい教育・研究
の形を、今後も世界に問いかけ続けていきたいと考えています。

リン・ジェファン●2005年に入職して以来、一貫して
ＩＲと評価を担当、主に世界的なブランドの評判の測定
を通じて大学の国際戦略計画に関わる。各種大学ラン
キングデータ責任者。

林宰煥
戦略・企画室長

学生数／約23300人　
学部／教養、教育、社会科学、芸術、理、
　　　情報通信、工、生命工、薬、医など
大学院／教養学、法学、理学、生命工学、医学など
THE世界大学ランキング2021／総合＝101位
同アジア版2020／総合＝10位

　同大学の戦略・企画室は、「Vision2020＋」の
達成に向け、教職員や学生への周知を徹底してい
る。「2020年までにアジアトップ10入りを目標に
掲げ、それを果たしたが、これはさまざまな改革の結
果であり、大学の成長を示す証拠の一つ。全メン
バーにビジョンが共有できたら、皆の力でランキン
グは自然に上がると信じています」と語る。

ビジョンを基に改革を断行
アジアトップ10入り達成

成均館大学校

教育・研究のグローバル・ハブへ
オンライン上での国際交流を積極展開

注目！

コロナ禍で高めた人材育成機能
　全ての大学がニューノーマルへの対応を迫られている現
在、本学も変革を続けています。すでに2011年からＩＣＴを活
用した教育を、2013年から対面とオンラインのブレンド型学修
を試行してはいましたが、コロナ禍により導入が一気に進展。
2020年４月に、全授業をオンライン化しました。留学が一旦保
留になった学生に対しては、派遣先で身に付けるはずだった
力を補う意味で、国内でのインターンシップの機会を提供。ま
た、留学を夏学期まで延期したうえで、無償で休学できるオプ
ションも用意しました。留学生に対しては、募集活動や入試は
その大半をオンラインで行っています。
　在学生だけでなく、コロナ禍で就職が厳しい2020年度の卒
業生への支援も行っています。本学では2020年４月から、卒業
生の能力を高めるための包括的なコースとプログラム「NUS 
Resilience and Growth （R&G） Initiative」を開始しまし
た。これは、1000人分のフルタイム就職口と有給のトレーニー
シップを提供するものです。さらに、創立115周年記念の一環
として、卒業生による115の有意義なプロジェクトを支援する
「Ｒ＆Ｇイノベーション・チャレンジ」を企画、選ばれたプロジェク
トには、６か月間、最高５万シンガポールドル＊1の資金を提供し
ます。これからの新しい働き方に備えるためには、長期的な視
点で教育を行う必要がありますが、本学ではすでに20年にわ
たり学籍を保証し、卒業後も再教育を受けられる「NUS 
Lifelong Learners programme」＊2を2018年から設えてお
り、生涯学習の精神を学生に浸透させつつあります。卒業生
はこの制度により、キャリアアップのためのワークショップやコー
スを受講したり、キャリアチェンジの際に新たな知識スキルを身

に付けたりと、いつでもＮＵＳで学びなおすことが可能です。

　世界中に危機が及んでいるこの状況は、大学がその存在
意義を国際社会に示すときでもあります。本学はコロナウイル
スとの戦いに積極的に参加しています。迅速な診断・治療の
円滑化、公衆衛生のモデル化、医療データの収集と提供の自
動化、オンライン上のデマ対策など、情報とテクノロジーを駆使
したソリューションを提供しています。ワクチン開発について
は、Duke－NUS Medical Schoolがアメリカのバイオテクノロ
ジー企業と協力し、国内の臨床試験では一定の有効性が認
められるまでに至りました。
　大学人であれば誰もが、今回の危機に瀕して「大学の価値」
を改めて考え直したはずです。未曽有の困難の打破に向けて、
世界中のさまざまな大学が起こした行動は、それぞれの地域
に、また世界全体に大いに貢献したことでしょう。大学はこうした
社会貢献の役割を維持しつつ、学生に対する教育や評価の方
法、また彼らとのコミュニケーションの取り方を大きく変えていか
ねばなりません。ポストコロナに向けて各大学がどんな進化を遂
げるのかーー高等教育の未来を左右することになるでしょう。

オヴィディア・リム・ラジャラム●ＮＵＳ卒業後、マッコー
リー大学で国際コミュニケーション修士号取得。NUSの
CCO（Chief Customer Officer）として、評判管理、マーケ
ティング、デジタル・コミュニケーション、危機管理など、大学
のブランディングとコミュニケーションを統括。また、学長の
プレス・セクレタリー、大学のスポークスパーソンも務める。

Ovidia Lim-Rajaram
首席広報官

2020年にアジアランキングトップ10入りを果たした韓国最古の大学、
成均館大学校。国内外の人材が交流できるオンラインプラットフォームを
提供し、世界での評判を高めて、さらなるポジション向上を狙う。

CASE
STUDY

CASE
STUDY

「学内の誰もがビ
ジョンを常に思い
出せるように」と
キャンパスの至る
所にビジョンのポ
スターを掲示

市民向けの啓蒙漫画
『The COVID-19 
Chronicles』はイタ
リア語、フィリピン語、
日本語にも翻訳もさ
れている。

国内外の知を融合させる新たな場を提案

reputation

社会の危機と戦ってこそ示せる大学の価値

＊1 日本円にして約388万円相当
＊2 一部無料の科目もある。大学院進学を希望する場合は３年間にわたって学費の支払いを融通できる

ソ ン　　 ギュン　　 ガ ン

世界トップを意識した国際戦略



特集  withコロナのグローバル戦略
所在地／宮城県仙台市
学生数／約16400人
学部／文、教育、法、経済、理、医、歯、薬、工、農
大学院／文学、教育学、法学、経済学、理学、医学系、歯学、薬学、工学、農学、国際文化、情報科学、生命科学、環境科学、医工学
▶THE世界大学ランキング2021／201-250位、同評判ランキング2020／71-80位、同学術分野ランキング2021／［工学］=75位、
　同インパクトランキング2020／97位、同アジア版2020／30位、同日本版2020／１位

取材・文／児山雄介　撮影／御堂義乗

　
本
学
は
、
世
界
で
尊
敬
さ
れ
る
「
世

界
三
十
傑
大
学
」の
一
員
に
な
る
べ
く
、

国
際
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
世
界
の
人
々
が
尊
敬
す
る
30
大
学

を
挙
げ
た
と
き
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い

る
状
態
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
な
お
、

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
順
位
を
上
げ

る
こ
と
自
体
は
目
標
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
世
界
共
通
の
課
題
解
決
や
指
導
的

人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果

が
世
界
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
目
標
を
捉
え
る
背
景
に

は
、
本
学
の
成
長
戦
略
が
関
係
し
て
い

ま
す
。
本
学
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を

転
機
に
、
教
職
員
や
学
生
が
「
社
会
と

と
も
に
あ
る
大
学
」
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
社

会
に
働
き
か
け
て
産
業
を
興
し
、
社
会

全
体
を
豊
か
に
す
る
中
で
本
学
も
発
展

す
る
―
―
共
存
共
栄
の
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
成
長
戦
略
の
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
国
際
戦
略
で
も
考
え
方
は
同

じ
で
す
。
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に

成
長
を
め
ざ
す
国
際
協
働
の
深
化
を
、

基
本
戦
略
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
成
長
を
め
ざ
す

に
は
、
活
動
に
実
効
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
本
学
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
「
拡
大
」
を
重
視
し
、
学
術
交
流
協

定
校
数
は 

   ＊1
　大
学
間
２
５
２
校
、
部
局

間
４
９
３
校
に
増
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
全
て
が
有
効
に
機
能
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

総
長
直
下
に
置
か
れ
た
国
際
戦
略
室
が

中
心
と
な
り
、
全
学
視
点
で
交
流
の
戦

略
的
意
義
や
効
果
を
精
査
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の「
質
」を
高
め
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ

基
準
は
、「
共
に
成
長
が
期
待
で
き
る

か
ど
う
か
」。
本
学
と
似
た
環
境
で
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
国
際
戦
略
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
が
し
や
す
い
大
学
、    ＊2
　国
際
共

同
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
共
に
若
手
研

究
者
の
育
成
に
取
り
組
む
大
学
、    ＊3
　研

究
大
学
強
化
促
進
事
業
で
ポ
ス
ド
ク
の

派
遣
や
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
大
学
な
ど
を
中
心
に
、
国

際
協
働
の
深
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
大
学
・
総
合
大
学
と
し
て
国
際

協
働
を
深
化
さ
せ
る
に
は
、
特
定
の
国

際
部
門
が
橋
渡
し
を
す
る
だ
け
の
「
出

島
」
的
な
国
際
化
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
大
学
の
全
構
成
員
が

主
体
的
に
国
際
化
に
取
り
組
む
意
識
改

革
を
進
め
、
各
部
署
が
「
自
分
た
ち
に

と
っ
て
の
国
際
化
と
は
何
か
」「
そ
の

達
成
に
向
け
て
ど
う
行
動
す
る
の
か
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
自
主
的
に
行

動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
緊
急

対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
全
学

で
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
も
重
要

で
す
。
２
０
２
０
年
７
月
に
本
学
は
、

教
育
や
研
究
、
社
会
と
の
共
創
、
大
学

経
営
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
強
力
に
進
め
る
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
リ
ア
ル
と
サ
イ
バ
ー
を
融
合
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
界
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
の
先
に
本
学
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
顕
在
化
し
た
社
会
の
分
断
や
格
差

を
越
え
て
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
か
つ
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
に
世
界
を
つ
な
ぐ
新
た
な
大

学
像
の
確
立
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
世
界
的
課
題
に

直
面
し
、
柔
軟
か
つ
戦
略
的
な
国
際
協

働
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
世
界
と
共
に
成
長
す
る
国
際

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

国際ネットワークの連携方針を「拡大」から「戦略重視」へと切り替えた東北大学。
多様なパートナーとの国際協働の深化を加速させている。

共
に
成
長
を
め
ざ
す

国
際
協
働
を
重
視

CASE
STUDY

よねざわあきよし●東京大学大学院教育学研究科
博士課程中退、東北大学より博士（教育学）取得。東
京大学助手、経済協力開発機構コンサルタント、広島
大学、大学評価・学位授与機構、東北大学准教授、名
古屋大学准教授を経て現職。専門は、教育社会学。
高等教育のマクロな国際比較を得意とする。

米澤彰純国際戦略室
副室長 教授

東北大学

国際戦略のマネジメント強化
“選択と集中”と全学の意識改革

withコロナの国際戦略・取り組み

　東北大学グローバルラーニングセンターは、ニューノーマル時代の社会変革
を先導する目的で、2020年4月に「Be Globalプロジェクト」を立ち上げた。海
外に赴く（＝Go Global）ことが難しい時代において、グローバル人材になる

（＝Be Global）ための、新たな国際教育モデルの構築をめざす。
　2020年度前期には、日本人学生と学内外の留学生が協働プロジェクト等
に取り組む「国際共修」をオンライン化。後期は時差の小さいオーストラリアや
アジアも対象に加え、より多地域の留学生と協働している。また同じく2020
年度後期から、オンラインによる留学生の受け入れも開始。これまで留学生に
提供していた科目や研修の一部をオンライン化したほか、協定校５大学を対象
に新たな受け入れ枠を設け、移動を伴わない国際交流を活性化させている。

オンラインを活用した
国際教育の新たな形を模索

Be Globalプロジェクトの取り組み例

国際戦略 コロナ禍での取り組み

広報

産学連携
・社会連携

研究

教育

グローバルイノベーションキャンパスや国際ネットワークを舞
台に国際産学連携を展開。「社会とともにある大学」として、
多様な世界的社会課題の解決に向け先導的役割を果たす
▶ビジョン共創型パートナーシップに基づく、グローバル企業

との大型産学連携の加速
▶世界的社会課題の解決への貢献　　　　　　　　など

▶「スタートアップ・ユニバーシティ宣言」。国内大学初のベン
チャー創出支援パッケージを創設し、経営者候補人材の
確保、ファンドによる資金提供、同窓会組織と連携した人
的支援等を実施。新産業の創出を加速させる

▶感染予防対策のeラーニング動画を作成し、ホームページ
で公開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

国内外から優秀な学生・教員を引きつけ、大変革時代の社
会を世界的視野で力強く先導するリーダーを育成
▶ポイント制でグローバルリーダー認定を行う「東北大学グ

ローバルリーダー育成プログラム」の実施
▶国際共同大学院プログラムによる国際協働教育の充実
▶国際学位コース等への留学生の積極的受け入れ　　など

卓越した学術研究を通して知を創造、新たな学問領域の開
拓とイノベーション創出を推進
▶世界に卓越した強みを有する「材料科学」「スピントロニク

ス」分野、世界に先駆けて創成すべき「災害科学」「未来
型医療」分野で世界トップレベル研究拠点を形成

など

戦略的広報の推進
▶クオリティーの高いウェブページ、ソーシャルメディア等を活

用し、ステークホルダーに応じた適切な情報発信を推進
▶海外の同窓会との連携、国際シンポジウムの開催・招致
▶海外拠点・コンソーシアム等を活用した多様な機関等との

連携による情報発信体制の強化　　　　　　　　 など

▶ポストコロナ時代のレジリエントな社会構築に向けた研究
を学内のファンドで重点的に支援

▶オンラインセミナーの開催を全学的に支援、奨励し、社会と
のつながりを強化

など

戦略的広報を継続しつつ
▶オンラインを活用した国際シンポジウム、海外同窓会等イ

ベントの実施
▶オンラインによる海外高校生に向けた大学説明会
▶オンラインオープンキャンパスを利用した本学のグローバル

教育の国内高校生向け広報　　　　　　　　　　など

「Be Globalプロジェクト」で、オンラインの活用を推進
▶交換留学、短期留学、留学準備支援のオンラインでの実施
▶対面授業が主流であった国際共修科目のオンライン化
▶留学生受け入れプログラム（交換留学・短期留学）と入学

前予備教育のオンライン展開
▶留学生オンラインヘルプデスクの開設　　　　　　　など

注目！

2021 1-229 2021 1-2 28

入学前教育
●総合型選抜等合格者を対象とした入学前海外研修を

オンライン化。対象者も拡大。
●国際学士コースでオンライン入学前教育を提供。

アウトバウンド
●海外トップレベルの協定校と共同開発したオンライン

海外短期研修プログラムを実施、拡充。
●海外協定校にオンラインで交換留学をする制度を整備。

インバウンド
●既存の交換留学プログラムの一部をオンライン化。受

け入れ枠を拡充。
●世界各国でオンラインによる留学説明会を実施。

写真提供：東北大学

「
数
を
追
う
」「
出
島
」的

国
際
化
か
ら
の
脱
却

＊1 2020年12月２2日時点
＊2 東北大学が進める学位プログラムの一つ。強みを持つ９分野で、部局の枠を越え、海外有力大学と連携した共同教育を行う
＊3 文部科学省の支援事業。審査を経て対象となった機関の、研究マネジメント人材群の確保、研究環境改革等の取り組みを支援する



特集  withコロナのグローバル戦略
所在地／大阪府吹田市
学生数／約30000人
学部／法、文、経済、商、社会、政策創造、外国語、人間健康、総合情報、社会安全、システム理工、環境都市工、化学生命工
大学院／法学、文学、経済学、商学、社会学、総合情報学、理工学、外国語教育学、
　　　　心理学、社会安全、東アジア文化、ガバナンス、人間健康
▶THE世界大学ランキング2021／1001+位、同アジア版2020／401+位、同日本版2020／=72位

取材・文／児山雄介　撮影／楠本夏彦

　
コ
ロ
ナ
禍
で
留
学
に
行
け
な
い
状
況

が
続
く
中
、
海
外
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
協
働
学
習 

   ＊1
　Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ（
コ
イ
ル
）

に
多
く
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
２
０
１
４
年
か
ら
全
国
の
大

学
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立

大
学
が
２
０
０
４
年
に
開
発
し
た
学
習

手
法
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
異
国
間

の
学
生
に
よ
る
協
働
学
習
で
す
。
す
で

に
開
設
し
て
い
る
科
目
に
、
こ
の
学
習

法
を
取
り
入
れ
て
実
施
す
る
た
め
、
ま

ず
は
学
習
内
容
に
関
連
性
の
あ
る
互
い

の
科
目
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
科
目
担
当

者
が
共
同
で
授
業
設
計
を
行
っ
て
か
ら

学
習
を
始
め
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
、
費
用
の
問
題
な
ど
で

留
学
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
学
生

に
、
国
際
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
目

的
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し

こ
れ
に
は
、
一
人
で
海
外
に
行
く
自
信

の
な
い
学
生
を
行
く
気
に
さ
せ
る
効
果

も
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
国
内
に

い
な
が
ら
海
外
の
学
生
と
交
流
を
深
め

る
う
ち
に
学
生
は
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
自
信
を
付
け
て
い

く
か
ら
で
す
。
全
て
外
国
語
で
囲
ま
れ

て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
留
学

に
、
お
じ
け
づ
い
て
し
ま
う
学
生
は
少

な
か
ら
ず
い
ま
す
。
本
学
は
、
そ
の
心

理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
手
段
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
交
流
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
本

学
に
と
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
、

留
学
に
行
け
な
い
期
間
の
「
代
替
」
手

段
で
は
な
く
、留
学
に
向
け
た
「
準
備
」

を
促
す
も
の
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
を
推
進

し
て
き
た
背
景
に
は
、
本
学
が
国
際
化

戦
略
の
中
で
進
め
る
異
文
化
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
教
育
が
あ
り
ま
す
。
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
は
「
浸
す
」
と
い
う
意
味
。
日

常
的
に
外
国
語
が
周
囲
か
ら
聞
こ
え
て

き
た
り
、
異
文
化
に
接
し
た
り
で
き
る

環
境
を
学
内
に
つ
く
り
、
そ
の
中
に
学

生
を
浸
す
こ
と
で
、
異
文
化
適
応
能
力

を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
環
境
を
全
て
「
自
前
」
で

つ
く
り
上
げ
る
に
は
、
膨
大
な
コ
ス
ト

が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
自
分

た
ち
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
た
〝
閉
じ

た
国
際
化
〞
を
進
め
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
す

で
に
あ
る
も
の
を
「
共
同
」
利
用
す
る

国
際
化
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
開
設
科

目
の
共
同
実
施
で
国
際
交
流
を
実
現
す

る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
の
拡
大
は
、
世
界
の
日
常

と
つ
な
が
る〝
開
か
れ
た
国
際
化
〞を
推

進
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
の
普
及
も
自
前
主
義
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
を
実
施

す
る
に
は
、
自
分
が
教
え
て
い
る
科
目

と
相
性
の
よ
い〝
最
適
な
パ
ー
ト
ナ
ー
〞

を
、
世
界
中
か
ら
探
し
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
教
員
個
人
が
行
う
の

は
至
難
の
業
。専
門
家
の
助
け
や
、マ
ッ

チ
ン
グ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠

で
す
。
そ
こ
で
、
大
学
が
共
同
で
利
用

で
き
る
基
盤
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
盤
は
共

同
で
利
用
し
、
授
業
は
各
大
学
が
工
夫

す
る
や
り
方
が
、
一
番
効
率
的
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
的
国
際

交
流
に
お
い
て
「
現
地
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
」と
、「
国
内
で
も
で
き
る
こ
と
」

の
仕
分
け
が
進
ん
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
国
際
交
流
の
や
り
方
が

大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
変
化

を
追
い
風
に
す
る
た
め
に
も
、
自
前
で

は
な
く
共
同
の
考
え
を
大
切
に
し
て
、

国
際
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

オンラインを活用し、国内でできるグローバル教育にいち早く取り組んできた関西大学。
その戦略と、オンライン活用のメリットについて聞く。

留
学
の
呼
び
水
と
し
て
の

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流

自
前
に
こ
だ
わ
ら
ず

あ
る
も
の
を
活
用
す
る

CASE
STUDY

ふじたたかお●1991年京都大学大学院文学研究
科博士課程単位取得満期退学。1997年関西大学
着任。1998年助教授、2005年教授。文学部長、東
アジア文化研究科長、学校法人関西大学理事などを
経て2020年より現職。専門は、東洋史、東アジア文
化交渉学。

藤田髙夫副学長 国際部長
文学部教授

関西大学

自前主義の国際化からの脱却
大学間でのリソースの共有を推進

withコロナの国際戦略・取り組み

　COILをいち早く導入し、その普及にも努めている関西大学が2019年３月
に立ち上げたのが、日米間のCOILパートナーマッチングサイト「ImmerseU（イ
マースユー）」＊3だ。COIL実施を検討する教員が、大学の規模、科目の特性な
どに見合うパートナーを探すことができる。加えて授業デザインなどに関する研
修も対面／オンラインで提供しており、新たに関心を持った教員が取り組みや
すい環境を整えている。
　また、COILを通じた大学間連携を進める「JPN-COIL協議会」も組織した。
各大学の関心はコロナ禍によって輪をかけて高まっており、夏以降に会員が
急増。2020年12月４日現在で正会員は27大学に上る。語学力やコンピテン
シーなど、COIL教育の成果を測定するツールの開発などに取り組んでいる。

プラットフォームの共同利用で
COIL導入の負担を軽減

国際戦略

広報

産学連携
・社会連携

研究

教育

大学として、国際社会の一員として求められる社会貢献の実践
▶学長の下に「KANDAI for SDGs推進プロジェクト」を設

置し、SDGsをテーマにしたSDや教育プログラムを推進
▶文部科学省委託事業「 留学生就職促進プログラム」

SUCCESS-Osaka＊2では、留学生の就活や、就職後の
キャリア形成のサポートを提供　　　　　　　　　  など

大阪や関西への地域貢献を強化・深化
▶「国際協力セミナー：SDGsの学び方」をオンラインで開催
▶SUCCESS-Osakaでは、留学生対象のインターンシップ

フェアをオンラインで開催。日本企業と留学生が大阪・関
西のS D G s 課 題 解 決に取り組むプロジェクトを実 施

（SUCCESS-Osaka Future Design）　　　　　 など

「国際化戦略2014-2023」に基づき、異文化イマージョン教
育を展開。外国語に囲まれる空間や、ステップアップしなが
ら多様な異文化体験プログラムに参加できるしくみを構築
▶「英語で学ぶ」ことができるように、留学生と共に国際感覚

を養う科目を英語で開講
▶オンライン型国際協働学習「COIL」を導入　　　　  など

研究者個人の国際交流の促進。そのための支援の充実
▶協定大学と研究者を派遣し合う「交換研究者」制度
▶中国（上海、北京）、台湾（高雄）、タイ（バンコク）、ベルギー
（ルーヴェン）にある海外サテライトを通じた、共同研究につ
ながる情報の発掘

など

海外への情報発信を強化
▶海外向けプレスリリースサイト「e-bulletin」を2018年12

月に開設
▶COILを世界中の大学に広めることを目的とした組織とし

て、「グローバル教育イノベーション推進機構」を設置し、
COILに関する情報やノウハウを国内外の大学に提供

国際共同研究を推進するための支援の充実
▶国際共同研究の推進を担当するURA（Un i ve r s i t y 

Research Administrator ）を配置（2019年度から）
▶招へい研究者の計画変更に伴う特別予算措置を実施

など

各種イベントをオンラインで開催
▶留学ガイダンスをオンラインで実施
▶留学説明会をオンラインで実施（全世界、中国対象、台湾対象）
▶海外から入国できない学生に対する各種情報発信
▶アメリカ教育協議会（ACE）と連携して教員向けのワーク

ショップを開催するなど、COILに関する情報提供を強化

オンラインを活用した国際交流を積極的に推進
▶短期語学研修の代替としてオンライン語学研修を実施
▶オンライン留学に参加する学生に最大８万円を補助
▶海外大学が提供するオンライン学習プログラムを学生に紹

介。海外大学とは相互に学習プログラムを提供し合うなど、
学習プログラムを介したチャネル開発を推進　　　　  など

注目！

2021 1-231 2021 1-2 30

＊1 Collaborative Online International Learning

COILパートナーマッチングサイト

日 本 アメリカ

マッチング

＊2 関西大学、大阪大学、大阪市立大学、大阪府立大学の４大学が連携して運営（https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/SUCCESS-Osaka/ ）

＊3 文部科学省「大学の世界展開力強化事業～ＣＯＩＬ型教育を活用した米国等との大学間交流形成支援～」（2018年度）での取り組み

コロナ禍での取り組み
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